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堤内
（川裏）

堤外
（川表）

堤体内
（はらみ出し部含む）

基礎地盤 閉封飽和域
（堤体土）

Ａ１ Ａ２ Ａ３ Ｂ１ Ｂ２
沈下・陥没等
による減少量

はらみ出し等
による増加量

1 阿武隈川 阿武隈川下流 坂津田地区 （右） 22.4 k ＋ 174 m ～ 22.6 k ＋ 59 m 80 角田市坂津田 兼用堤天端沈下2m以下 ○
氾濫平野
（谷地）

Ⅵ ○ ○ 5.8 2.2 26.0 23.7

2 阿武隈川 阿武隈川下流 野田地区 （左） 28.6 k ＋ 368 m ～ 29.0 k ＋ 94 m 330 角田市野田
川裏のり面小段クラック
幅　４０ｃｍ　深さ４ｍ ○ ○ 旧川微高地 Ⅴ ○ ○ ○ 4.6 0.1 4.3 1.2

3 阿武隈川 阿武隈川下流 枝野地区 （右） 30.6 k ＋ 34 m ～ 31.4 k ＋ 160 m 811 角田市枝野 天端沈下50cm ○ ○
氾濫平野、
自然堤防

Ⅵ ○ ○ 5.7 2.0 29.2 22.0

4 阿武隈川 阿武隈川下流 小斉地区 （右） 32.8 k ＋ 103 m ～ 33.0 k ＋ 170 m 307 丸森町小斉
天端沈下 
深さ２ｍ ○

旧川微高地、
氾濫平野

Ⅵ ○ ○ 6.6 1.3 14.6 25.7

5 鳴瀬川 鳴瀬川 砂山地区 （左） 11.3 k ＋ 30 m ～ 11.5 k ＋ 100 m 220 美里町砂山 堤防法面崩落、H=1.5m程度 ○ ○ 自然堤防 Ⅵ ○ ○ ○ 4.4 2.4 15.5 22.7

6 鳴瀬川 鳴瀬川 木間塚地区 （右） 11.9 k ＋ 30 m ～ 12.0 k ＋ m 70 大崎市鹿島台 堤防全体的に陥没 ○ ○ 自然堤防 Ⅵ ○ ○ 5.4 1.0 5.4 6.1

7 鳴瀬川 鳴瀬川 和多田沼地区 （左） 20.1 k ＋ 130 m ～ 20.3 k ＋ 40 m 150 美里町和多田沼
（練牛）

天端舗装沈下　H=1.1m
堤防クラック　H=1.0m　
　　　　　　　W=0.3～0.5m

○ 自然堤防 Ⅵ ○ ○ 5.9 1.0 9.0 9.0

8 鳴瀬川 鳴瀬川 下中ノ目下流地区 （右） 29.0 k ＋ 20 m ～ 29.1 k ＋ 280 m 300 大崎市下中ノ目 堤防沈下 旧河道、自然堤防 Ⅵ ○ ○ 6.2 2.6 19.3 14.0

9 鳴瀬川 鳴瀬川 下中ノ目上流地区 （左） 30.0 k ＋ m ～ 30.5 k ＋ 37 m 320 大崎市下中ノ目
堤防沈下

○ ○ 氾濫平野 Ⅵ ○ ○ 7.5 5.5 24.0 48.0

10 鳴瀬川 吉田川 大迫上志田下流地区 （左） 14.6 k ＋ 70 m ～ 14.8 k ＋ 20 m 144 大崎市鹿島台 堤防沈下、護岸クラック 干拓地 Ⅵ ○ ○ 7.8 1.5 14.3 7.7

11 鳴瀬川 吉田川 大迫上志田上流地区 （左） 15.2 k ＋ 170 m ～ 15.4 k ＋ 70 m 98 大崎市鹿島台 堤防沈下、護岸クラック ○ 干拓地 Ⅵ ○ ○ 8.4 1.6 27.4 11.7

12 北上川 江合川 中島乙（桜町）地区 （右） 14.0 k ＋ 43 m ～ 14.6 k ＋ 43 m 609 涌谷町中島乙 堤防沈下、滑り ○ 氾濫平野 Ⅵ ○ ○ ○ 4.4 1.4 8.9 4.7

13 北上川 江合川 上谷地地区 （左） 14.0 k ＋ 50 m ～ 14.6 k ＋ 100 m 650 涌谷町上谷地 堤防沈下 ○ ○ 氾濫平野 Ⅵ ○ ○ ○ ○ 3.0 1.4 7.7 4.1

14 北上川 江合川 平針下流地区 （左） 20.8 k ＋ 190 m ～ 21.0 k ＋ 160 m 170 美里町平針 堤防沈下、川表・裏クラック 自然堤防 Ⅵ ○ ○ 5.3 0.5 4.2 1.1

15 北上川 江合川 平針上流地区 （左） 21.8 k ＋ 10 m ～ 22.0 k ＋ 30 m 220 美里町平針 堤防沈下、川裏法崩れ ○ 自然堤防 Ⅵ ○ ○ 5.5 1.9 12.8 11.1

16 北上川 江合川 渕尻下流地区 （左） 25.9 k ＋ 20 m ～ 26.9 k ＋ m 778 大崎市渕尻 堤防沈下、川表・裏クラック ○ 自然堤防 Ⅵ ○ ○ ○ 4.4 1.1 12.3 11.0

17 北上川 江合川 福沼地区 （右） 26.6 k ＋ 115 m ～ 26.8 k ＋ 120 m 213 大崎市福沼 堤防沈下、天端クラック ○ ○ ○
氾濫平野
（旧河道）

Ⅵ ○ ○ ○ ○ 3.8 2.3 8.3 9.6

18 北上川 江合川 渕尻上流地区 （左） 27.4 k ＋ 60 m ～ 27.8 k ＋ m 309 大崎市渕尻 堤防沈下、 H=2.4m W=3.25m ○ ○ ○
氾濫平野
（旧河道）

Ⅵ ○ ○ ○ 3.4 2.6 21.3 20.7

19 北上川 新江合川 楡木地区 （右） 2.8 k ＋ 25 m ～ 2.8 k ＋ 195 m 170 大崎市楡木 堤防沈下、裏法崩れ 氾濫平野 Ⅵ ○ ○ 6.5 1.4 3.7 11.0

20 北上川 北上川下流(新北) 橋浦地区 （左） 5.4 k ＋ 67 m ～ 5.8 k ＋ 97 m 460 石巻市北上町橋浦
天端クラック・沈下・裏法洗掘・護岸
崩壊　Ｌ＝460 m ○ ○ ○  氾濫平野、旧湿地 Ⅴ ○ ○ ○ ○ 4.7 1.7 6.3 2.2

21 北上川 北上川下流(新北) 中野地区 （左） 7.6 k ＋ 3 m ～ 8.8 k ＋ 67 m 1,341 石巻市中野
L=1341m　※（県）北上河北線
天端クラック、沈下、護岸崩壊 ○ ○ 氾濫平野 Ⅴ ○ ○ ○ ○ 5.4 0.4 3.8 5.5

堤防高

H(m)

天端
沈下量
Sd(m)

堤防変形量(m2)変状タイプ

【堤防被災箇所　詳細調査結果一覧】

番 号 水系名 河川名 箇所
被災延長

(m)

噴砂

市町村 被災内容地区名

液状化タイプ
基礎地盤
微地形

被災形態
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坂津田地区 阿武隈川下流右岸22.4k+174m～22.6k+59m

【被災の概要・変形過程（推定）】
天端及び裏のり面に複数の縦断クラックが生じており、
天端の沈下及び川裏側のはらみ出しにより被災後の
堤防はほぼ水平となっている。

基礎地盤は腐植土を含む粘性土であり、表面の形状
は天端下部を中心に凹状を呈している。堤体は川表
側で粘性土が卓越し、天端から川裏側の堤体下部は
砂質土が卓越する。

堤体内には堤内地盤高標高と同程度の地下水位が確
認されたことから、これ以下の飽和した堤体砂質土
が液状化したものと考えられる。

被災延長
80m

微地形
氾濫平野（谷地地形）

既往地震
での被災
履歴

被災状況

・天端沈量：2.2m
・減少断面積：26m2

・増加断面積：24m2

周辺状況

小段クラック及び裏法面で噴砂を確認。

堤体土質

川表側の粘性土主体の旧堤を堤内側へ砂質土に
より嵩上げ・拡幅したと考えられる。

基礎地盤

粘性土が厚く堆積し、途中に腐植土層を挟む。天
端下の圧密沈下量は約2.5m程度。

地下水位

堤体内には地盤高と同程度の高さで地下水位が
形成されており、堤体内は川裏のり尻部に比べ約1m
高い。

堤防変状
タイプ

A3タイプ

被災過程
推定の

留意事項

・地下水位以下の堤体砂質土のFLは約0.4～0.5と
小さい。（最大加速度400gal）

本復旧時
の

留意事項

・旧堤防(粘性土)の状態を踏まえた閉封飽和域の
改良の幅、厚さ
・急速盛土による粘性土地盤の安定性(限界盛土
高)

被災箇所平面図

被災断面スケッチ図

変形略図（推定）

被災箇所航空写真及び被災時写真

地下水観測結果

＜考察＞

土質断面図

○地震時の堤防状況
地下水以深に分布する堤体盛土(砂質土)で液状化が発生し、

堤体強度の低下が生じたと想定される。

天端沈下・縦断クラック
が発生

堤内側のり部が大きくは
らみ出し

堤内側のり先ではらみ出しが見られるこ
とから、堤体下部の閉封飽和域の液状化
と推定

地下水位は、堤内地盤高とほぼ同じ高さである
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地質縦断図

被災後横断図

＜考察＞ 圧密 • 現地確認推定圧密沈下量約2.7m

液状化 •堤体中央付近の堤体下部 FL0.4～0.5

坂津田地区 阿武隈川下流右岸22.4k+174m～22.6k+59m

本復旧時には、旧堤
防(粘性土)の状態を
踏まえた閉封飽和域
の改良幅、厚さの検
討が必要

築堤による推定沈下量が
大きい（2.7m）ことから、
粘性土について築堤時の
検討が必要
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野田地区 阿武隈川下流左岸28.6k+368m～29.0k+94m

＜考察＞

【被災の概要・変形過程（推定）】

天端及び裏法面に銃弾クラックが生じており、裏小
段の沈下及び川裏側 のはらみ出しが著しい

被災箇所平面図 被災箇所航空写真及び被災時写真＜考察＞

段の沈下及び川裏側へのはらみ出しが著しい。
基礎地盤は粘性土が厚く堆積し、その上部に砂質土

層が存在する。砂質土層及び粘性土層上部は天端下
部を中心に凹状を呈している。堤体は川表側で粘性土
が卓越し 天端から川裏側では砂礫質土が卓越するが卓越し、天端から川裏側では砂礫質土が卓越する。
堤体内には堤内地盤高標高と同程度の地下水位が

確認されたことから、基礎地盤砂質土及び飽和した堤
体砂質土の一部が液状化したものと考えられる。

堤内側天端のり肩の縦断クラッ

被災延長
330m

微地形
旧川微高地

堤内側天端のり肩の縦断クラッ
ク（最大深 約4m）

微地形

既往地震
での被災
履歴

堤内側のり面上部の縦断クラッ
ク（最大段差 約1.2m）

履歴

被災状況

・天端沈量：0.35m(天端のクック深さは約4m、裏小段の沈下量は

最大1.5m)

・減少断面積：4m2

・増加断面積：1m2

被災断面スケッチ図 土質断面図

堤内側のり先部の縦断クラック
及びはらみ出し
クラック内に噴砂

周辺状況

小段及び裏のり尻部で噴砂を確認。

被災断面スケッチ図 土質断面図 クラック内に噴砂

堤体土質

川表側の粘性土主体の旧堤防を堤内側へ砂礫質
土により嵩上げ・拡幅したと考えられる。なお、表層
は粘性土質で覆われている。

基礎地盤

粘性土が厚く堆積し、表層に砂質土が分布する。
天端下の圧密沈下量は約1.5m程度。

礎

地下水位

堤体内には地盤高と同程度の高さで地下水位が
形成されており、その水位は徐々に高くなってきてい
るが、これは川表側に施工された鋼矢板仮堤防によ

地 水観測結果

堤内側のり先ではらみ出し、のり先ク
ラックで噴砂が見られることから、基礎
地盤の液状化と堤体下部の閉封飽和域の
液状化と推定

るが、これは川表側に施工された鋼矢板仮堤防によ
る影響と考えられる。

堤防変状
タイプ

B2タイプ

基礎地盤表層 約 程度と さ 地 水

変形略図（推定） 地下水観測結果
地下水位は、堤外側に向かって堤内地盤
高より高くなっている

被災過程
推定の
留意事項

・基礎地盤表層のFLは約0.35程度と小さい。地下水
位以下の堤体下部の一部ではFL約0.6。（最大加速
度400gal）

・旧堤防(粘性土)の状態を踏まえた基礎地盤砂層

本復旧時
の

留意事項

及び閉封飽和域の改良の幅、厚さ
・急速盛土による粘性土地盤の安定性(限界盛土高
)
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＜考察＞

野田地区 阿武隈川下流左岸28.6k+368m～29.0k+94m

被災後横断図

＜考察＞ 圧密 • 現地確認推定圧密沈下量約1.7m

液状化
•堤体中央付近の堤体下部 FL0.6程度
•堤体中央付近の基礎地盤 FL0.3～0.6

地質縦断図地質縦断図

本復旧時には、旧堤防(粘性土)の状
態を踏まえた基礎地盤砂層及び閉封
飽和域の改良幅、厚さの検討が必要

築堤による推定沈下量が
大きい（1.7m）ことから、
砂層下の粘性土について
も築 時 検 がも築堤時の検討が必要
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枝野地区 阿武隈川下流右岸30.6k+36m～31.4k+160m

＜考察＞

【被災の概要・変形過程（推定）】

天端及び裏のり面に複数の縦断クラックが生じてお
り 天端の沈下及び川裏側のはらみ出しにより被災後

被災箇所平面図 被災箇所航空写真及び被災時写真＜考察＞

り、天端の沈下及び川裏側のはらみ出しにより被災後
の堤防はほぼ水平となっている。

基礎地盤は粘性土であり、表面の形状は天端下部
を中心に凹状を呈している。堤体は川表側で粘性土が
卓越し 天端から川裏側の堤体下部は砂質土が卓越卓越し、天端から川裏側の堤体下部は砂質土が卓越
する。
堤体内には堤内地盤高標高と同程度の地下水位が

確認されたことから、これ以下の飽和した堤体砂質土
が液状化したものと考えられるが液状化したものと考えられる。

被災延長
811m

微地形
氾濫平野、自然堤防

微地形

既往地震
での被災

履歴履歴

被災状況

・天端沈量：2m
・減少断面積：29m2

・増加断面積：22m2

被災断面スケッチ図 土質断面図
天端沈下・縦断クラック 堤内側のり先部が大きく

はらみ出し（約3m）

周辺状況

堤体クラック内で噴砂を確認。

被災断面スケッチ図

地下水観測結果

土質断面図

地下水位は、堤内地盤高とほぼ同じ高さである

堤体土質

・川表側の粘性土主体の旧堤を堤内側へ砂質土に
より嵩上げ・拡幅したと考えられる。
・裏のり尻部は常時湿潤な状況であった（周辺住民）。

基礎地盤

・粘性土が厚く堆積し、天端下の圧密沈下量は約
2.2m程度。
・堤防拡幅時に基礎地盤表層を1m程度剥離した可
能性もある 堤内側のり先ではらみ出し、及びはらみ礎
能性もある。

地下水位

堤体内には地盤高と同程度の高さで地下水位が
形成されている。川表小段下水位が徐々に高くなっ
ているのは、川表側に施工された鋼矢板仮堤防によ

変形略図（推定）

堤内側のり先ではらみ出し、及びはらみ
出し土の浸潤化が見られることから、堤
体下部の閉封飽和域の液状化と推定

ているのは、川表側に施工された鋼矢板仮堤防によ
る影響と考えられる。

堤防変状
タイプ

A3タイプ

地 水位 堤体砂質土 約 と
被災過程
推定の

留意事項

・地下水位以下の堤体砂質土のFLは約0.3～0.7と
小さい。（最大加速度400gal）
・基礎地盤表層の剥離の可能性。

・旧堤防(粘性土)の状態を踏まえた閉封飽和域の
地下水以深に分布する堤体盛土(砂質土)で液状化
が発生し 堤体強度の低下が生じたと想定される

本復旧時
の

留意事項

改良の幅、厚さ
・堤内地下水位が高く、排水処理の難しさ。

が発生し、堤体強度の低下が生じたと想定される。
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＜考察＞

枝野地区 阿武隈川下流右岸30.6k+36m～31.4k+160m

被災後横断図
＜考察＞ 圧密 • 現地確認推定圧密沈下量約2.0m

液状化 •堤体中央付近の堤体下部 FL0.4程度

地質縦断図

築堤による推定沈下量が
大きい（2.7m）ことから、
粘性土について築堤時の
検討が必要

地質縦断図
検討が必要

堤内地盤が周囲より
も低く、堤内地下水
位が高いため 本復位が高いため、本復
旧時には、周辺地盤
よりも高い標高まで
の地盤改良について
も検討が必要

本復 時本復旧時には、旧堤
防(粘性土)の状態を
踏まえた閉封飽和域
の改良幅、厚さの検
討が必要討が必要
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枝野地区 阿武隈川下流右岸30.6k+36m～31.4k+160m （開削調査結果）
＜開削結果の概要＞

圧密沈下した基礎地盤面の状況 ・基礎地盤表層を開削調査で確認することは出来なかったが、開削時に実施したサウンディング（ジオスライサー）により、Ac1の上面が凹状であること、著しい変状がないことを確認。

ブロ ク化した堤体及び堤体下部の状態
・提体部に生じた開口亀裂沿いに川表側法肩～天端周辺の砂礫層（Bgs）が落ち込み、地表の亀裂が提体下方に連続する状況を確認した。
少なくとも2箇所にて開口亀裂に伴う土塊の落ち込みが生じており それらの落ち込みによ て分断された提体のブ ク化を確認した

＜開削結果の概要＞

ブロック化した堤体及び堤体下部の状態 ・少なくとも2箇所にて開口亀裂に伴う土塊の落ち込みが生じており、それらの落ち込みによって分断された提体のブロック化を確認した。
・サンプリング(ジオスライサー)により、堤体下部に液状化したと考えられる砂層が確認された。

砂脈の方向及び規模
・開削調査により、堤体ブロック境界部を上昇する砂脈が確認された。
・また、ジオスライサー調査では、飽和域に分布する暗青灰色砂層（Bs3）から上昇している砂脈が確認された。
開削途中の壺堀により地下水面を確認した（TP+15 750m） その高さは 概ね堤内地盤高程度であった

開削時調査 開削断 流側

地下水位の高さ
・開削途中の壺堀により地下水面を確認した（TP+15.750m）。その高さは、概ね堤内地盤高程度であった。
（開削前の地下水位観測孔の水位はTP+15.450m程度である。）

その他 ・築堤履歴調査では、旧堤防を堤内側に拡幅・嵩上げしている。拡幅材料は高水敷き掘削土であり、拡幅部の表層を１ｍ程度掘削した可能性がある。

開削時調査：開削断面-上流側-

調査面位置図(平面図に調査面を明示する.） 写               真               (調査グリッドを設置した状態で撮影すること.) コメント

開削調査箇所

(右岸31.0k+50付近）

二重締切り矢板

阿武隈川

開削断面スケッチ(現場密度試験位置、室内土質試験用試料採取位置、締固め試験試料採取位置を明記する.ボーリング調査柱状図を重ねて掲載するのがよい.)

土質観察記録

記号 特徴

旧表層アスファルト以深の砕石(路盤材)

礫径φ10～70mm程度 φmax150mmの亜円礫主体か

Ｂ

Ｂｇ

復旧盛土：震災後復旧のため埋立てた材料

礫径φ10～70mm程度、φmax150mmの亜円礫主体か
ら成る砂礫

全体に粒径均一な細砂主体でシルトを若干混入する。
所々粘土をブロック～ハッチ状に挟在する

Ｂｇｓ

Ｂｓ２

Ｂｓ１

全体に粒径不均一で細砂～粗砂から成る。所々φ2～
20mm程度の亜円礫を混入する。

所々粘土をブロック～ハッチ状に挟在する。
全体に粒子均質な粘土主体で、酸化色を帯びた周辺縁
を持つ。

Ｂｃ'

Bc
全体に粒子均質な粘土主体。含水中位、粘性中程度で
あり、固結している。

【コメント】 試験箇所
記号 数量試験

締固め試験試料採取箇所

記号 数量
□
○
△

試験
現場密度試験箇所

室内土質試験試料採取箇所
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枝野地区 阿武隈川下流右岸30.6k+36m～31.4k+160m （開削調査結果）

開削時調査：バックフィギュアリング

スケッチ及び推定変形略図
フローチャート

開削時調査 ック ィギ アリング

①被災断面表層スケッチ ④開削調査結果

START

①被災断面表層スケ チ作成

①

⑤
⑧

【コメント】
拡大

①被災断面表層スケッチ作成

②推定変形略図

②

③ ④

⑥

⑦

【コメント】
・亀裂、ブロック表層傾斜、川裏側へのはらみ出しを確認。
・川裏のり尻より細砂流出を確認。

拡大

地質調査

(ボーリング・SWS)
②推定変形略図(地質調査前) 【コメント】

・開削調査およびジオスライサー調査
堤防構成
１．新堤：１次盛土から成るBs1層・Bs2層。２次盛土から成るBgs層。堤体材料は砂質土。
２ 旧堤 粘性土層から成るB 層

(ボ リング SWS)

③推定変形略図修正
２．旧堤：粘性土層から成るBc層。

崩壊形態
崩壊ブロック①～⑦を確認。
砂礫～礫混じり砂から成るBgs⑧は、③・④の崩壊に伴い下方へ抜け落ちるように崩壊。

開削調査

(ジオスライサー考慮)

【コメント】
・表層スケッチを基に崩壊ブロックが基盤地面にめり込んだ場合を想定。

砂礫 礫混じり砂から成る g ⑧は、③ ④の崩壊に伴 下方 抜け落ちるように崩壊。

ジオスライサーにより水面下の盛土材料の状況確認。盛土細砂(水面下：暗灰、水面上：褐)は川
表のり肩(被災前)直下より川裏側に向けて流動置換されている。

(ジオスライサ 考慮)

④推定変形略図再修正

⑤バックフィギュアリング③推定変形略図(地質調査後)

⑤バックフィギュアリング

⑤バックフィギュアリング③推定変形略図(地質調査後)

【コメント】
・基盤面へのめり込み状況(盛土境界)を確認。
・境界面は若干変動するが、極端なめり込みは確認されていない。

【コメント】
崩壊ブロック①～⑦によるバックフィギュアリング。
ブロック②～⑦下位に分布する飽和砂質土は液状化に伴い川裏側へ流動。ブロック不明。境界面は若干変動する 、極端なめり込みは確認され な 。 ック② ⑦下位 分布する飽和砂質 は液状化 伴 川裏側 流動。 ック不明。
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小斉地区 阿武隈川下流右岸32.8k+103m～33.0k+170m

＜考察＞

【被災の概要・変形過程（推定）】

天端に複数の縦断クラックが生じており、天端の沈
下及び川裏側の水路 のはらみ出しにより被災後の

被災箇所平面図 被災箇所航空写真及び被災時写真＜考察＞

下及び川裏側の水路へのはらみ出しにより被災後の
堤防はほぼ水平となっている。
基礎地盤は粘性土であり、表面の形状は天端下部

を中心に凹状を呈している。堤体は川表側で粘性土が
卓越し 天端から川裏側の堤体下部は砂質土が卓越卓越し、天端から川裏側の堤体下部は砂質土が卓越
する。
堤体内には高水敷高標高と同程度の地下水位が確

認されたことから、これ以下の飽和した堤体砂質土が
液状化したものと考えられる液状化したものと考えられる。

被災延長
307m

微地形
旧川微高地、氾濫平野

微地形

既往地震
での被災
履歴履歴

被災状況

・天端沈量：1.3 m
・減少断面積：15 m2

・増加断面積：26 m2 被災断面スケッチ図 土質断面図
天端は堤内側に大きく沈
下

堤内側のり部が大きくは
らみ出し、水路を閉塞

周辺状況

堤体クラック内で噴砂を確認。

被災断面スケッチ図

地下水観測結果

土質断面図

地下水位は、堤内地盤高とほぼ同じ高さである

堤体土質

川表側の粘性土主体の旧堤を堤内側へ砂
質土により嵩上げ・拡幅したと考えられる。な
お、堤内水路部ののり部は粘性土主体の土
質 川表側は護岸が施されている質。川表側は護岸が施されている。

基礎地盤

砂礫層の上部に厚さ約5mの粘性土層が分
布する。天端下の圧密沈下量は約1.5m程度。

堤内側のり面で大きなはらみ出しが見ら
れることから、堤体下部の閉封飽和域の
液状化と推定

礎

地下水位
堤体内には高水敷高より若干高い高さの

地下水位が形成されている。
変形略図（推定）

液状化と推定

堤防変状
タイプ

A3タイプ

地下水位以下の堤体砂質土のFLは約0 5程被災過程
推定の
留意事項

・地下水位以下の堤体砂質土のFLは約0.5程
度と小さい。（最大加速度400gal）

・旧堤防(粘性土)の状態を踏まえた閉封飽和

地下水以深に分布する堤体盛土(砂質土)で液状化が発
生し、堤体強度の低下が生じたと想定される。

本復旧時
の

留意事項

域の改良の幅、厚さ
・堤内水路部の取り付け。
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＜考察＞

小斉地区 阿武隈川下流右岸32.8k+103m～33.0k+170m

被災後横断図
＜考察＞ 圧密 －

液状化 •堤体中央付近の堤体下部 FL0.4～0.5

地質縦断図地質縦断図

本復旧時には、旧堤
防(粘性土)の状態を
踏まえた閉封飽和域
の改良幅、厚さの検
討が必要討が必要
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砂山地区 鳴瀬川左岸11.3k+30m～11.5k+100m

＜考察＞

【被災の概要・変形過程（推定）】

川表法肩部及び裏のり面に縦断クラックが生じており、
天端の沈下及び川裏側のはらみ出しが著しい 川裏

被災箇所平面図 被災箇所航空写真及び被災時写真＜考察＞

天端の沈下及び川裏側のはらみ出しが著しい。川裏
側側道の隆起もみられた。
基礎地盤は粘性土が厚く堆積し、その上部に砂質土

層が存在する。砂質土層及び粘性土層上部は天端下
部を中心に凹状を呈している 堤体は川表側で粘性土部を中心に凹状を呈している。堤体は川表側で粘性土
が卓越し、川裏側では砂礫質土が卓越する。
堤体内には堤内地盤高標高と同程度の地下水位が

確認されたことから、基礎地盤砂質土及び飽和した堤
体砂質土が液状化したものと考えられる体砂質土が液状化したものと考えられる。

被災延長
220m

微地形
自然堤防

微地形

既往地震
での被災
履歴履歴

被災状況

・天端沈量：2.4m
・減少断面積：16m2

・増加断面積：23m2 被災断面スケッチ図 土質断面図
裏のり側道の隆起・
はらみ出し

天端沈下・幾重もの
縦断クラックが発生

周辺状況

裏法面のクラック及び地盤で噴砂を確認。

のり先（堤体と基礎地盤
の境界）で噴砂を確認

堤体土質

・川表側の粘性土主体の旧堤を堤内側へ砂質土に
より嵩上げ・拡幅したと考えられる。
・被災区間で旧堤防と拡幅堤防法線は交差しており、
複雑な堤体土質構成が存在する。

基礎地盤

粘性土が厚く堆積し、表層に砂質土が分布する。
天端下の圧密沈下量は約2.5m程度。

礎

地下水位

堤体内には地盤高と同程度の高さで地下水位が
形成されている。

変形略図（推定）
川裏のり先での噴砂及び川表のり面のは
らみ出しが見られることから、基礎地盤
表層砂層の液状化と堤体下部の閉封飽和

堤防変状
タイプ

A2タイプ

基礎地盤砂層のFLは約0 3～0 5と小さい （最大

地下水観測結果
表層砂層の液状化と堤体下部の閉封飽和
域の液状化と推定

被災過程
推定の
留意事項

・基礎地盤砂層のFLは約0.3～0.5と小さい。（最大
加速度500gal）
・堤体下部材料の本復旧での確認

・旧堤防(粘性土)の状態を踏まえた基礎地盤砂層
及び閉封飽和域 改良 幅 厚さ本復旧時

の
留意事項

及び閉封飽和域の改良の幅、厚さ
・堤体土の再盛土時の改良（土粒子密度が2.6以下
と小さい）

地下水位はおおむね堤内地盤高と同じである
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＜考察＞

砂山地区 鳴瀬川左岸11.3k+30m～11.5k+100m

2 80

＜考察＞ 圧密 • 現地確認推定圧密沈下量約2.4m

液状化 •堤体中央付近の基礎地盤 FL0.3～0.4
2.60

2.70

2.80

密
度

ρs
(g
/c
m
3)

堤体土の土粒子密度は2.6g/cm3より
小さいため、再築堤時に改良の検討
が必要

地質縦断図 被災後横断図 2.30

2.40

2.50

土
粒

子
の

密 Bs

Bc

が必要

地質縦断図 被災後横断図
0  10  20  30  40  50  60  70  80 

自然含水比(%)

築堤による推定沈下量が築堤による推定沈下量が
大きい（2m）ことから、
砂層下の粘性土について
も築堤時の検討が必要

本復旧時には、旧堤防(粘性土)の状本復 時 、 堤防(粘性 ) 状
態を踏まえた基礎地盤砂層及び閉封
飽和域の改良幅、厚さの検討が必要

被災延長区間端部近傍で基礎地盤地
層構成が変化している可能性がある
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木間塚地区 鳴瀬川右岸11.9k+30m～12.0k

＜考察＞

【被災の概要・変形過程（推定）】

堤外側法肩及び法面にクラックが生じており、天端
の沈下及び川表 川裏側 のはらみ出しが生じている

被災箇所平面図 被災箇所航空写真及び被災時写真＜考察＞

の沈下及び川表・川裏側へのはらみ出しが生じている。
基礎地盤は粘性土の上部に2m以上の厚さの砂質土

層が存在する。砂質土層及び粘性土層上部は天端下
部を中心に凹状を呈している。堤体は粘性土が卓越す
るる。

堤体内には高水敷高標高と同程度の地下水位が確
認されたことから、基礎地盤砂質土が液状化したもの
と考えられる。

被災延長
70m

微地形
自然堤防

微地形

既往地震
での被災
履歴履歴

被災状況

・天端沈量：1m
・減少断面積：5m2

・増加断面積：6m2
被災断面スケッチ図 土質断面図

堤外側のり肩部の亀
裂・陥没

堤内側のり尻部のは
らみ出し・湿潤化

周辺状況

川表及び川裏のり尻部で噴砂を確認。

堤体土質

粘性土主体の旧堤防を粘性土により嵩
上げ・拡幅したと考えられる。

基礎地盤

砂質土と粘性土が互層となっており、地
表近くは粘性土の表層に2m以上の厚さの
砂質土が分布する 天端下の圧密沈下礎 砂質土が分布する。天端下の圧密沈下
量は約１m程度。

地下水位
堤体内には高水敷高と同程度の高さで

地下水位が形成されている。

変形略図（推定）
両のり尻部のはらみ出し・湿潤化が見ら
れることから、基礎地盤表層砂層の液状
化と推定

堤防変状
タイプ

B1タイプ、A2タイプ

基礎地盤砂層のFLは0 4以下と小さい

地下水観測結果
化と推定

地下水位はおおむね堤内地盤高と同じである

被災過程
推定の
留意事項

・基礎地盤砂層のFLは0.4以下と小さい。
（最大加速度500gal）

・基礎地盤液状化層の改良深さ
本復旧時

の
留意事項

・堤体土の再盛土時の改良（土粒子密度
が2.6程度と小さい）
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＜考察＞
2.80

木間塚地区 鳴瀬川右岸11.9k+30m～12.0k

＜考察＞ 圧密 • 現地確認推定圧密沈下量約1.0m

液状化 •堤体中央付近の基礎地盤 FL0.2～0.4
2.60

2.70

2.80

密
度

ρs
(g
/c
m
3)

堤体土の土粒子密度は2.6g/cm3より
小さいため、再築堤時に改良の検討
が必要

地質縦断図 被災後横断図 2.30

2.40

2.50

土
粒

子
の

密

Bcs
が必要

地質縦断図 被災後横断図
0  10  20  30  40  50  60  70  80 

自然含水比(%)

層厚2m以上の基礎地盤砂
層が存在していることか
ら、本復旧時の改良深さ
の検討が必要
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和多田沼地区 鳴瀬川左岸20.1k+130m～20.3k+40m

＜考察＞

【被災の概要・変形過程（推定）】

堤外側法肩及び法面にクラックが生じており、天端
の沈下及び川表 川裏側 のはらみ出しが生じている

被災箇所平面図 被災箇所航空写真及び被災時写真＜考察＞

の沈下及び川表・川裏側へのはらみ出しが生じている。
基礎地盤は粘性土上部に砂層が分布している。堤

体は粘性土が卓越する。
地下水位は、基礎地盤表層の砂層内にあることから、

これ以砂質土が液状化したものと考えられるこれ以砂質土が液状化したものと考えられる。

被災延長
150m

微地形
自然堤防

微地形

既往地震
での被災
履歴履歴

被災状況

・天端沈量：1m
・減少断面積：9m2

・増加断面積：9m2
被災断面スケッチ図 土質断面図

堤外のり肩部に縦断
クラック

堤内のり先部の隆
起・はらみ出し

周辺状況

堤体土質

粘性土主体の旧堤防を粘性土により嵩
上げ・拡幅したと考えられる。

基礎地盤

砂質土と粘性土が互層となっており、地
表近くは粘性土の表層に2m以上の厚さの
砂質土が分布する 天端下の圧密沈下

堤内のり先部での隆起・
はらみ出し

礎 砂質土が分布する。天端下の圧密沈下
量は約0.4m程度。

地下水位
基礎地盤表層の砂層上部に地下水位

が形成されている。

変形略図（推定） 堤内のり先への隆起・陥没が見られるこ
とから、堤内側に偏在している基礎地盤
表層砂層の液状化と推定

堤防変状
タイプ

B1タイプ

基礎地盤砂層のFLは0 4以下と小さい

地下水観測結果
地下水位は、堤外側が堤内地盤高とほぼ同じ
で、堤内側へ向かって緩やかに低くなってい
る

被災過程
推定の
留意事項

・基礎地盤砂層のFLは0.4以下と小さい。
（最大加速度500gal）
・天端下にも基礎地盤砂層が存在する可
能性がある
・基礎地盤液状化層の改良幅 改良深さ

本復旧時
の

留意事項

・基礎地盤液状化層の改良幅、改良深さ
・堤体土の再盛土時の改良（土粒子密度
が2.6以下と小さい）
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＜考察＞

和多田沼地区 鳴瀬川左岸20.1k+130m～20.3k+40m

2.80

＜考察＞ 圧密 • 現地確認推定圧密沈下量約0.4m

液状化 •堤体中央付近の基礎地盤 FL0.3～0.4
2.60

2.70

密
度

ρs
(g
/c
m
3)

堤体土の土粒子密度は2.6g/cm3より
小さいため、再築堤時に改良の検討
が必要

地質縦断図 被災後横断図 2.30

2.40

2.50

土
粒

子
の

密 Bc1

Bc2

が必要

地質縦断図 被災後横断図
20  30  40  50  60  70  80  90  100 

自然含水比(%)

堤内側のみ基礎地盤砂層堤 側 礎 砂層
が存在していることから、
本復旧時の改良深さの検
討が必要
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下中ノ目下流地区 鳴瀬川右岸29.0k+120m～29.1k+280m

＜考察＞

【被災の概要・変形過程（推定）】

天端及び法面に縦断クラックが複数生じており、天
端が著しく沈下し 川裏側の法面がはらみ出している

被災箇所平面図 被災箇所航空写真及び被災時写真＜考察＞

端が著しく沈下し、川裏側の法面がはらみ出している。
基礎地盤は粘性土が厚く堆積しており、表面は天端

下部を中心に若干の凹状を呈している。堤体は川表側
から天端下で砂質土が卓越し、川裏側の堤体下部は
砂質土が卓越する砂質土が卓越する。

堤体内には基礎地盤面以下の高さに地下水位が確
認されたことから、これ以下の飽和した堤体砂質土が
液状化したものと考えられる。

被災延長
300m

微地形
自然堤防、旧河道

微地形

既往地震
での被災
履歴履歴

被災状況

・天端沈量：2.6 m
・減少断面積：19 m2

・増加断面積：14 m2
被災断面スケッチ図 土質断面図

天端沈下（約3m） 堤内側のり先部での
はらみ出し、縦断ク

周辺状況

被災断面スケッチ図 土質断面図 ラック

堤体土質

川表側の粘性土主体の旧堤を堤内側
へ砂質土により嵩上げ・拡幅したと考えら
れる。

基礎地盤

砂礫層の上部に厚さ約5mの粘性土層が
分布する。天端下の圧密沈下量は約
0 5m程度

堤内のり先部への大きな
はらみ出し（約5m）

礎 0.5m程度。

地下水位
堤体内には地下水位が形成されており、
その高さは堤内地盤高より低い。

堤内のり先への大きなはらみ出しが見ら
れることから、堤体下部の閉封飽和域の
液状化と推定

堤防変状
タイプ

A1タイプ

地下水位以下の堤体砂質土のFLは約

変形略図（推定） 地下水観測結果 地下水位は、堤内側が堤内地盤高とほぼ同じで、
堤内側のり肩部直下で若干高くなり、堤外側へ
向かって緩やかに低くなっている

被災過程
推定の
留意事項

・地下水位以下の堤体砂質土のFLは約
0.3程度と小さい。（最大加速度500gal）

・閉封飽和域の改良幅、厚さ
本復旧時

の
留意事項

・堤体土の再盛土時の改良（土粒子密度
が2.6以下と小さい）
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＜考察＞

下中ノ目下流地区 鳴瀬川右岸29.0k+120m～29.1k+280m

被災後横断図

＜考察＞ 圧密 • 現地確認推定圧密沈下量約0.5m

液状化 •堤体中央付近の堤体下部 FL0.2～0.3

堤体土 土粒子密度は2 6 / 3より

地質縦断図

被災後横断図

2.80

堤体土の土粒子密度は2.6g/cm3より
小さいため、再築堤時に改良の検討
が必要

地質縦断図

2.40

2.50

2.60

2.70

土
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子
の

密
度

ρs
(g
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m
3)

Bs

Bｃ

2.30

0  10  20  30  40  50  60  70  80 

自然含水比(%)

堤体下部（閉封飽和域）
について 本復旧時の改について、本復旧時の改
良範囲、改良深さの検討
が必要
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下中ノ目上流地区 鳴瀬川右岸30.0k～30.5k+37m

＜考察＞

【被災の概要・変形過程（推定）】

天端及び川裏のり面に複数の縦断クラックが生じ
ており 天端の沈下及び川裏側 のはらみ出しにより

被災箇所平面図 被災箇所航空写真及び被災時写真＜考察＞

ており、天端の沈下及び川裏側へのはらみ出しにより
被災後の堤防はほぼ水平となっている。
基礎地盤は粘性土が厚く堆積し、粘性土層上部は

天端下部を中心に凹状を呈している。堤体は砂質土主
体の旧堤を砂質材料及び粘性土材料を用いて川側へ体の旧堤を砂質材料及び粘性土材料を用いて川側へ
拡幅・嵩上げしている。
堤体内には堤内地盤高より高い位置に天端下部が

凸状となる地下水位が確認されていることから、これ以
下の飽和した堤体砂質土が液状化したものと考えられ下の飽和した堤体砂質土が液状化したものと考えられ
る。

被災延長
320m

氾濫平野
微地形

氾濫平野

既往地震
での被災での被災
履歴

被災状況

・天端沈量：5.5m
・減少断面積：24m2

増 積 2 被災断面スケッチ図 土質断面図
堤体は、堤内側へ幾重 堤内側のり先部への大きなは

被災状況 ・増加断面積：48m2

周辺状況

裏のり尻部で噴砂水たまりを確認。

被災断面スケッチ図 土質断面図 ものブロック状に崩壊 らみ出し、はらみ出し端部で
の湿潤化及び噴砂

周辺状況

堤体土質

砂質土主体の旧堤を砂質材料及び粘
性土材料を用いて川側へ拡幅・嵩上げし
ている堤体土質 ている。

途中に薄い砂層を挟む厚い粘性土層。
天端下の圧密沈下量は約1.3m程度。

基礎地盤
天端下の圧密沈下量は約1.3m程度。

地下水位
堤体内には地盤高より高い位置に天端

下が凸状となる地下水位が形成されてい

堤内側への大きなはらみ出しが見られる
ことから、堤体下部の閉封飽和域の液状
化と推定

地下水位 下が凸状となる地下水位が形成されてい
る。

堤防変状
タイプ

A3タイプ

変形略図（推定） 地下水観測結果
地下水位は、堤体両側では堤内地盤高とほぼ
同じであるが、堤体内（特に堤内側）では地
下水位が高い

被災過程
推定の
留意事項

・地下水位以下の堤体砂質土のFLは約
0.2程度と小さい。（最大加速度500gal）

本復旧時
の

留意事項

・閉封飽和域の改良幅、厚さ
・堤体土の再盛土時の改良（土粒子密度
が2.6以下と小さい）
・被災箇所上流に位置する揚水樋門の復
旧旧
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＜考察＞

下中ノ目上流地区 鳴瀬川右岸30.0k～30.5k+37m

2 80

＜考察＞ 圧密 • 現地確認推定圧密沈下量約1.3m

液状化 •堤体中央付近の堤体下部FL0.2程度

2.60

2.70

2.80

密
度

ρs
(g
/c
m
3)

堤体土の土粒子密度は2.6g/cm3より
小さいため、再築堤時に改良の検討
が必要

地質縦断図
被災後横断図 2.40

2.50

20 30 40 50 60

土
粒

子
の

密 B3‐s

B2‐c

地質縦断図 20  30  40  50  60 

自然含水比(%)
被災延長区間端部近傍
（上流側）に揚水樋管
が存在している

本復旧時には、閉封
飽和域の改良幅、厚
さの検討が必要
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下中ノ目上流地区 鳴瀬川右岸30.0k～30.5k+37m （開削調査結果）
＜開削結果の概要＞

圧密沈下した基礎地盤面の状況 ・基礎地盤Ac1の上面は川裏から天端に向かって凹状に下がっており、著しい変状は確認されていない（トレンチ堀により確認)。

ブロ ク化した堤体及び堤体下部の状態
・堤体下部に液状化したと考えられる砂層が確認された。
上記砂層の厚さは乱れており ブ ク化した堤体下部が砂層にめり込んでいる状況が確認された

＜開削結果の概要＞

ブロック化した堤体及び堤体下部の状態 ・上記砂層の厚さは乱れており、ブロック化した堤体下部が砂層にめり込んでいる状況が確認された。
・変形の少なかった川表側の堤体土は粘性土であることが確認された。

砂脈の方向及び規模
・堤体下部の液状化層と考えられる砂層と繋がった砂脈が確認された。
・砂脈は、堤体下部から川裏側に向かうものと、亀裂沿いに上方に向かうものが確認された。
開削途中の壺堀により地下水面を確認した（中央TP+14 45m 川裏TP+14 4m ） その高さは 概ね堤内地盤高程度であった

地下水位の高さ
・開削途中の壺堀により地下水面を確認した（中央TP+14.45m、川裏TP+14.4m,）。その高さは、概ね堤内地盤高程度であった。
（開削前の水位観測孔の水位はTP+15.4mであり、開削作業中に水位が低下した可能性がある。）

その他 ・築堤履歴調査では、旧堤防を川側に拡幅、嵩上げしている。材料は砂質土を用いたとしているが、川表側では粘性土質を用いたものと考えられる。

開削時調査：開削面写真・スケッチ等変状詳細

①復旧盛土

復旧盛土は残った盛土に比べ、

色もまだらで不均質な土である

②復旧盛土（腐植土）

堤防法面の表土を使用した復旧盛土。草根等が多い腐植土。
③砕石

天端舗装の路盤砕石である。 ④B2‐cの沈み込み

側 す があ が沈 込 る

開削時調査：開削面写真・スケッチ等変状詳細

復旧盛土

復旧盛土（腐植土）
砕石

色もまだらで不均質な土である。 両側にすべり面がありB2‐cが沈み込んでいる。

B2‐c

復旧盛土

B3‐s

B3‐s
B3‐s

B1‐s

すべり面B2‐c すべり面

復旧盛土

復旧盛土（腐植土）

①

ＨＷＬ

堤内側
復旧盛土（腐植土）

② ③

堤内側へ
流出した砂脈

⑤ ④

⑦

⑤すべり面

B2層がすべり、B2‐cとB2‐sが1.5m下にずれる。 ⑥基礎地盤

B1‐L、B1‐c、Ac1の境界が見える。

⑦液状化砂

L1はやや粗い砂。

⑥

、 、 見

B3‐S：三次盛土（砂質土）

B3‐C：三次盛土（粘性土）

次盛 砂質

B2‐c B2‐c
B1‐c

B2‐S：二次盛土（砂質土）

B2‐C：二次盛土（粘性土）

B1‐S：一次盛土（砂質土）

B1‐C：一次盛土（粘性土）

B1‐L：液状化砂

Ac1：基礎地盤
B2‐s

B1 B1すべり面

Ac1：基礎地盤

Ac1

B2‐s

B1‐c
Ac1

Ac1とB1-Lの境界は褐色の

草根等が見られる

－ 22 －



下中ノ目上流地区 鳴瀬川右岸30.0k～30.5k+37m （開削調査結果）

①被災断面表層スケッチ ④バックフィギュアリング 凡 例

開削時調査：バックフィギュアリング

スケッチ及び推定変形略図

フローチャート

　　　凡　　例
　　：一次盛土
　　：二次盛土、三次盛土
　　：復旧工事で消失
　　：不明ブロック
　　：液状化砂

START

1-5 1-6

1-7

2-1 2-2 2-3

2-7
2-62-4

2-8

2-9

①被災断面表層スケッチ作成

地質調査

【コメント】

・天端沈下、裏のりはらみだし、亀裂を確認

・川裏のり尻で噴砂を確認

1-1
1-2

1-3
1-4 1-8

1-9

1-10

2 6
2-5

被災前形状（バックフィギュアリング図）
地質調査

（ボーリング、SWS）

川裏 り尻 噴砂を確認

②推定変形略図

被災前形状（ ックフィギ アリング図）

②推定変形略図

1-1
1-2

1-3 1-4
1-5

1-6

1-8

1-7
2-1

2-2 2-3

1-9

2-7
2-6

2-5

開削調査

【コメント】

被災後形状

1-7③推定変形略図再修正

④バ クフ ギ アリング

【コメント】

・圧密沈下による基礎地盤へのめり込み状況を確認

④バックフィギュアリング
③開削調査結果

開削断面スケッチと被災後形状重ね

【コメント】

・ブロック番号は次のとおりとした

次盛土 ○ 次盛土 三次盛土 ○

【コメント】

・築堤履歴は２～３回

・川裏に粘性土主体の旧堤B1を確認

・川表にかさ上げ腹付けで築堤されている

一次盛土：１－○、二次盛土、三次盛土；２－○

（二次盛土と三次盛土の違いは明確でないためブロック番号はどちらも2-○とした）

・崩壊後の上部は復旧工事のため消失している

・天端下のブロックが不明

・沈下分の土量24m3に対しはらみ出しの土量48m3ではらみだし土量が多く、全てのブロックを川表にかさ上げ腹付けで築堤されている

・B2とB3は土質に大きな際は認められない

・基礎地盤粘性土の上で砂層が確認された

被災前断面に反映出来ない
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大迫上志田下流地区 吉田川左岸14.6k+70m～14.8k+20m

＜考察＞

【被災の概要・変形過程（推定）】

天端及びのり面に複数の縦断クラックが生じており、
天端の沈下及び川裏 川表側のはらみ出しがみられる

被災箇所平面図 被災箇所航空写真及び被災時写真＜考察＞

天端の沈下及び川裏・川表側のはらみ出しがみられる。
基礎地盤は粘性土が厚く堆積し、上部で砂層を挟ん

でいる。表面の形状は天端下部を中心に凹状を呈して
いる。堤体は砂質土が主体である。
堤体内には堤内地盤高標高より若干高い地下水位堤体内には堤内地盤高標高より若干高い地下水位

が確認されたことから、これ以下の飽和した堤体砂質
土が液状化したものと考えられる。

被災延長
144m

微地形
干拓地

微地形

既往地震
での被災
履歴

・S53:13.4k+217m～16.6k+120mの範囲で断続的に
４箇L=350mの間の被災区間に位置する

履歴

被災状況

・天端沈量：1.5m
・減少断面積：14m2

・増加断面積：8m2

被災断面スケッチ図 土質断面図
天端は堤外側に傾斜し沈
下・堤内側のり肩に縦断

堤内側のり面のはらみ出し・
のり先の浸潤化

周辺状況

被災断面スケッチ図 土質断面図 下 堤内側のり肩に縦断
クラックが発生

のり先の浸潤化

堤体土質

シルト質砂質土の旧堤をシルト質砂礫土、砂質土
により嵩上げ・拡幅したと考えられる。

基礎地盤

粘性土が厚く堆積し、途中に薄い砂層を挟む。天
端下の圧密沈下量は約2.3m程度。

礎

地下水位

堤体内には地盤高より若干高い地下水位が形成
されている。

両側ののり面（小段）ではらみ出し、及
びのり先の浸潤化が見られることから、
堤体下部の閉封飽和域の液状化と推定

堤防変状
タイプ

A2タイプ

地下水位以下の堤体砂質土はFL0 4程度と小さい

変形略図（推定） 地下水観測結果
地下水位は、堤体内で堤内地盤高より高くなっ
ている

被災過程
推定の
留意事項

・地下水位以下の堤体砂質土はFL0.4程度と小さい。
また、粘性土に挟まれた砂層のFLは0.4程度。（最大
加速度500gal）
・粘性度に挟まれた基礎地盤砂層の堤防変形枝の
影響
・閉封飽和域の改良幅 厚さ

本復旧時
の

留意事項

閉封飽和域の改良幅、厚さ
・粘性土に挟まれた基礎地盤砂層の取り扱い
・急速盛土による粘性土地盤の安定性(限界盛土高
)
・堤体土の再盛土時の改良（土粒子密度が2.6以下
と小さい）
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＜考察＞

大迫上志田下流地区 吉田川左岸14.6k+70m～14.8k+20m

2.80
堤体土の土粒子密度は2 6 / 3より

被災後横断図

＜考察＞ 圧密 • 現地確認推定圧密沈下量約2.3m

液状化 •堤体中央付近の堤体下部 FL0.3～0.4
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堤体土の土粒子密度は2.6g/cm3より
小さいため、再築堤時に改良の検討
が必要

地質縦断図

被災後横断図
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閉封飽和域の改良幅、
厚さ 及び基礎地盤粘厚さ、及び基礎地盤粘
性土に挟まれた薄い砂
層の検討が必要
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大迫上志田上流地区 吉田川左岸15.2k+170m～15.4k+70m

＜考察＞

【被災の概要・変形過程（推定）】

天端及びのり面に縦断クラックが生じており、天端の
沈下及び川裏 川表側のはらみ出しがみられる

被災箇所平面図 被災箇所航空写真及び被災時写真＜考察＞

沈下及び川裏・川表側のはらみ出しがみられる。
基礎地盤は粘性土上部に5m程度の砂質土層が存

在する。砂質土層及び粘性土層上部は天端下部を中
心に凹状を呈している。堤体は川表側に粘性土が卓越
し 天端下から川裏側ではシルト質砂礫が卓越するし、天端下から川裏側ではシルト質砂礫が卓越する。

堤体内には堤内地盤高標高より若干高い地下水位
が確認されたことから、基礎地盤砂層及び堤体土の一
部が液状化したものと考えられる。

被災延長
98m

微地形
干拓地

微地形

既往地震
での被災
履歴

・S53:13.4k+217m～16.6k+120mの範囲で断続的に
４箇所L=350mの間の被災区間に位置する

履歴

被災状況

・天端沈量：1.6m
・減少断面積：27m2

・増加断面積：12m2

被災断面スケッチ図 土質断面図
天端が全体的に沈下 堤内側のり面の亀裂から

周辺状況

小段及び表のり尻部で噴砂を確認。

被災断面スケッチ図 土質断面図 噴砂

堤体土質

シルト質土の旧堤をシルト質砂礫土(風化岩レキ)、
砂質土により嵩上げ・拡幅したと考えられる。

基礎地盤

粘性土が厚く堆積し、表層に5m程度の砂質土が分
布する。天端下の圧密沈下量は約1.2m程度。

礎

地下水位

堤体内には地盤高より若干高い地下水位が形成さ
れており、堤体中央部は1m程度高い。

両側ののり面・のり先ではらみ出し、及
びのり先や堤体内クラックでの噴砂が見
られることから、基礎地盤の液状化と堤
体 部 閉封飽和域 液状化と推定

堤防変状
タイプ

B1タイプ

基礎地盤表層のFLは0 25～0 35程度と小さい 地

変形略図（推定） 地下水観測結果
体下部の閉封飽和域の液状化と推定 地下水位は、堤内地盤高とほぼ同じであるが、

堤体中央付近で高くなっている（数値について
は目詰まりの可能性有）

被災過程
推定の
留意事項

・基礎地盤表層のFLは0.25～0.35程度と小さい。地
下水位以下の堤体下部の一部ではFL約0.6。（最大
加速度500gal）

・基礎地盤砂層改良深さ。
閉封飽和域 改良範囲本復旧時

の
留意事項

・閉封飽和域の改良範囲。
・堤体土の再盛土時の改良（土粒子密度が2.6以下
と小さい）
・復旧区間下流では砂層の上に粘性土層が存在す
る
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＜考察＞

大迫上志田上流地区 吉田川左岸15.2k+170m～15.4k+70m

被災後横断図

＜考察＞ 圧密 • 現地確認推定圧密沈下量約1.2m

液状化 •堤体中央付近の基礎地盤 FL0.3‐0.4

地質縦断図

被災後横断図

地質縦断図

基礎地盤砂層の層厚が大
きいことから、本復旧時
の改良工法については詳
細な検討が必要細な検討 必要
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中島乙（桜町）地区 江合川右岸14.0k+43m～14.6k+43m

＜考察＞

【被災の概要・変形過程（推定）】

両のり肩及び裏のり面に縦断クラックが生じており、
天端の著しい沈下及び川裏側のはらみ出しがみられ

被災箇所平面図 被災箇所航空写真及び被災時写真＜考察＞

天端の著しい沈下及び川裏側のはらみ出しがみられ
る。
基礎地盤は腐植土層の上部に粘性土が厚く堆積し、

表層に薄い砂層が存在する。粘性土表面の形状は天
端下部を中心に凹状を呈している 堤体は砂質シルト端下部を中心に凹状を呈している。堤体は砂質シルト
が主体である。
堤体内には堤内地盤高標高と同程度の地下水位が

確認されたことから、これ以下の飽和した堤体砂質土
及び基礎地盤砂層が液状化したものと考えられる

堤内側への大きなは
らみ出し

及び基礎地盤砂層が液状化したものと考えられる

被災延長 609m

微地形 氾濫平野微地形

既往地震
での被災
履歴

天端陥没・のり肩部
縦断クラック

履歴

被災状況

・天端沈量：1.4m
・減少断面積：9m2

・増加断面積：5m2

被災断面スケッチ図 土質断面図
増加断面積：5m

周辺状況
堤体地の旧河道跡付近で噴砂を確認。

堤体土質

砂質シルト材料により築堤されたと考え
られる。細粒分含有率も40%以上と多いが、
低塑性材料もみられる。

基礎地盤

・粘性土が厚く堆積し、天端下の圧密沈
下量は約1m程度。

礎

地下水位
堤体内には地盤高と同程度の高さで地下水

位が形成されている。 変形略図（推定） 地下水観測結果

堤内のり先へのはらみ出しが見られるこ
とから、堤体下部の閉封飽和域の液状化
と推定

堤防変状
タイプ

A1タイプ、A2タイプ

地下水位以下の低塑性シルト質砂質土のFL被災過程
推定の
留意事項

・地下水位以下の低塑性シルト質砂質土のFL
は約0.35程度と小さ基礎地盤表層の薄い砂
層はFL約0.25。（最大加速度500gal）
・堤体下部材料の本復旧時での確認
・閉封飽和域及び基礎地盤表層の砂層の改

本復旧時
の

留意事項

良幅、深さ

地下水位は、堤体天端下部で若干高くなっている
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中島乙（桜町）地区 江合川右岸14.0k+43m～14.6k+43m

＜考察＞＜考察＞ 圧密 • 現地確認推定圧密沈下量約0.9m

液状化
•堤体中央付近の堤体下部FL0.2～0.35
•堤体中央付近の基礎地盤FL0.23～0.35

地質縦断図 被災後横断図地質縦断図 被災後横断図

被災延長区間内で、堤体下の基礎地
盤表層に砂層の有無があるため、本
復旧時には、基礎地盤砂層を含めた
閉封飽和域の改良幅、厚さの検討が飽 良
必要
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上谷地地区 江合川左岸14.0k+50m～14.6k+100m

＜考察＞

【被災の概要・変形過程（推定）】

両のり肩及び表のり尻付近に縦断クラックが生じて
おり 天端の著しい沈下及び川表側 のはらみ出しが

被災箇所平面図 被災箇所航空写真及び被災時写真＜考察＞

おり、天端の著しい沈下及び川表側へのはらみ出しが
みられる。
基礎地盤は粘性土であり、表層付近に砂層が堆積

している。基礎地盤表面の形状は天端下部を中心に
凹状を呈している 堤体は砂質土が主体である凹状を呈している。堤体は砂質土が主体である。
堤体内には高水敷高標高と同程度の地下水位が確

認されたことから、これ以下の飽和した堤体砂質土及
び基礎地盤砂層が液状化したものと考えられる。

被災延長
650m

微地形
氾濫平野

微地形

既往地震
での被災
履歴

・S53:16.6k付近でクラック140m、天端沈下
60cm程度発生

被災断面スケッチ図 土質断面図
天端陥没・のり肩部
縦断クラック

堤外側のり先部へのはらみ出
し・クラック間の噴砂

履歴

被災状況

・天端沈量：1.4 m
・減少断面積： 8m2

・増加断面積： 4m2

被災断面スケッチ図 土質断面図

周辺状況

堤体クラック内及び堤内側道で噴砂を確認。

堤体土質

砂質土により築堤されたと考えられ、一部の区
間では川裏側が粘性土で構成されている。

基礎地盤

砂層の上部に厚さ5m以上の粘性土が堆積し、
その上部に砂層が存在する。砂層が存在しな
い区間もある。天端下の圧密沈下量は約１m礎
程度。

地下水位
堤体内には高水敷高と同程度の高さの地下
水位が形成されている。 堤外側のり先へのはらみ出し・クラック間への

噴砂、堤体内側道での噴砂が見られることから、

堤防変状
タイプ

A1タイプ、A2タイプ

地下水位以下の堤体砂質土のFLは0 25

変形略図（推定） 地下水観測結果
噴砂、堤体内側道での噴砂が見られることから、
基礎地盤の液状化及び堤体下部の閉封飽和域の
液状化と推定 地下水位は、堤内地盤高より少し低いが、堤内側

のり先近傍で若干高くなっている

被災過程
推定の
留意事項

・地下水位以下の堤体砂質土のFLは0.25～
0.45、基礎地盤表層の砂質土は0.3程度と小
さい。（最大加速度500gal）

・閉封飽和域及び基礎地盤表層の砂層の改

本復旧時
の

留意事項

良幅、深さの設定。
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＜考察＞

上谷地地区 江合川左岸14.0k+50m～14.6k+100m

＜考察＞ 圧密 • 現地確認推定圧密沈下量約0.9m

液状化 •堤体中央付近の堤体下部FL0.2～0.3

地質縦断図 被災後横断図地質縦断図 被災後横断図
被災延長区間内に橋台
がある

被災延長区間内で、堤
体下の基礎地盤表層に
砂層の有無があるため、
本復旧時には、基礎地
盤砂層を含めた閉封飽
和域の改良幅、厚さの
検討が必要（特に上流
側での砂層層厚が大き
い）い）
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平針下流地区 江合川左岸20.8k+190m～21.0k+160m

＜考察＞

【被災の概要・変形過程（推定）】

両のり肩部で縦断クラックが生じており、天端の陥没
沈下が著しい

被災箇所平面図 被災箇所航空写真及び被災時写真＜考察＞

沈下が著しい。
基礎地盤は粘性土層上部に砂層が薄く存在し、さら

にその上部に粘性土層が分布する。堤体は砂質シルト
土が主体となっている。

堤体内には堤内地盤高より高い位置に天端下部が堤体内には堤内地盤高より高い位置に天端下部が
凸状となる地下水位が確認されていることから、これ以
下の飽和した堤体砂質土が液状化したものと考えられ
る。

被災延長
170m

微地形
自然堤防

微地形

既往地震
での被災
履歴履歴

被災状況

・天端沈量：0.5m
・減少断面積：4m2

・増加断面積：1m2

被災断面スケッチ図 土質断面図

天端の陥没沈下・縦
断クラック

天端沈下（約1.1m）

周辺状況

堤体土質

・堤体は砂質シルト土が主体となっている。

基礎地盤

粘性土の上部に薄い砂層が存在し、その上
部に厚さ2m程度の粘性土が存在する。天端下
の圧密沈下量は約1.5m程度。礎

地下水位
堤体内には天端下が凸状となる地下水位が

形成されている。

地 水位は 堤内地盤高より少し低 が 堤体

堤外のり先へのはらみ出しが見られ
ることから、堤体下部の閉封飽和域
の液状化と推定

堤防変状
タイプ

A1タイプ

堤体下部材料は 細粒分含有率が60%以上

変形略図（推定） 地下水観測結果
地下水位は、堤内地盤高より少し低いが、堤体下
のほぼ全幅で高くなっている

被災過程
推定の
留意事項

・堤体下部材料は、細粒分含有率が60%以上
あり、塑性指数が20%以下。
・本復旧時に堤体下部材料確認
・基礎地盤砂層の堤防変形への影響
・閉封飽和域の改良幅、厚さ

本復旧時
の

留意事項

・堤体土の再盛土時の改良（土粒子密度が
2.6程度と小さい）
・地下水低下対策(ドレーン工)
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平針下流地区 江合川左岸20.8k+190m～21.0k+160m

地質縦断図 被災後横断図地質縦断図 被災後横断図

被災延長区間内で、堤
体下の基礎地盤粘性土
層厚が異なること、地
下水位の高さが異なる
ことから本復旧時にはことから本復旧時には、
基礎地盤粘性土層の土
質特性を踏まえた閉封
飽和域の改良幅、厚さ
の検討が必要
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平針上流地区 江合川左岸21.8k+10m～22.0k+30m

＜考察＞

【被災の概要・変形過程（推定）】

川表のり肩及び裏法面に縦断クラックが生じており、
天端の沈下及び川裏側のはらみ出しがみられる

被災箇所平面図 被災箇所航空写真及び被災時写真＜考察＞

天端の沈下及び川裏側のはらみ出しがみられる。
基礎地盤は砂層と粘性土の互層であり、上部は約

3m程度の粘性土層が存在する。粘性土層上部は天端
下部を中心に凹状を呈している。堤体は砂質シルト土
が主体となっているが主体となっている。
堤体内には堤内地盤高より高い位置に天端下部が

凸状となる地下水位が確認されていることから、これ以
下の飽和した堤体砂質土が液状化したものと考えられ
るる。

被災延長
220m

自然堤防
微地形

自然堤防

既往地震
での被災での被災
履歴

被災状況

・天端沈量：1.9m
・減少断面積：13m2

・増加断面積：11m2

被災断面スケッチ図 土質断面図
天端沈下・堤体の
うねり変形

堤内のり面のクラック内底
部に水が溜まっている

被災状況 増加断面積：11m

周辺状況

裏のり面のクラック内で水面を確認。

周辺状況

堤体土質

堤体は砂質シルト土が主体である。

堤体土質

粘性土と砂層の互層をなしており、上部に3m程度
の粘性土層が存在する。天端下の圧密沈下量は約
1 3 程度基礎地盤 1.3m程度。

地下水位

堤体内には地盤高より高い位置に凸状の地下水
位が形成されている

堤内のり面に生じたクラック内に水
が見られることから、堤体下部の閉
封飽和域の液状化と推定

地下水位 位が形成されている。

堤防変状
タイプ

A2タイプ
変形略図（推定） 地下水観測結果 地下水位は、堤内地盤高とほぼ同じであるが、

堤体下（堤内側のり面から天端の間）で高く
なっている

被災過程
推定の
留意事項

・堤体下部材料は、細粒分含有率が60%以上あり、
塑性指数が20%以下。
・本復旧時に堤体下部材料確認
・基礎地盤砂層の堤防変形への影響

本復旧時
の

留意事項

・閉封飽和域の改良幅、厚さ
・堤体土の再盛土時の改良（土粒子密度が2.6程度
と小さい）
・地下水低下対策(ドレーン工)
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平針上流地区 江合川左岸21.8k+10m～22.0k+30m

地質縦断図 被災後横断図地質縦断図 被災後横断図

堤体内水位が基礎地盤表
層よりも高いことから、
本復 時 水位本復旧時には、地下水位
低下（ドレーン工）の検
討が必要
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渕尻下流地区 江合川左岸25.9k+20m～26.9k

＜考察＞

【被災の概要・変形過程（推定）】

両のり肩部で縦断クラックが生じており、天端の陥
没 沈下及び川裏側 のはらみ出しがみられ 変形後

被災箇所平面図 被災箇所航空写真及び被災時写真＜考察＞

没・沈下及び川裏側へのはらみ出しがみられ、変形後
の堤防はほぼ水平となっている。
基礎地盤は砂層と粘性土の互層であり、上部は約

3m程度の粘性土層が存在する。粘性土層上部は天端
下部を中心に凹状を呈している 堤体は砂質シルト土下部を中心に凹状を呈している。堤体は砂質シルト土
が主体となっている。
堤体内には堤内地盤高と同程度の高さの地下水位

が確認されていることから、これ以下の飽和した堤体
砂質土が液状化したものと考えられる砂質土が液状化したものと考えられる。

被災延長
778m

微地形
自然堤防

微地形

既往地震
での被災
履歴履歴

被災状況

・天端沈量：1.1m
・減少断面積：12m2

・増加断面積： 11m2
被災断面スケッチ図 土質断面図

天端の陥没沈下・縦
断クラック

堤内側へのはらみ出し

周辺状況

川表及び川裏のり尻部で噴砂を確認。

堤体土質

堤体は砂質シルト土が主体である。

基礎地盤

粘性土と砂層の互層をなしており、上部に3m程度
の腐植土層・粘性土層が存在する。なお下流部には
表層に砂層が存在する。天端下の圧密沈下量は約
2 程度

礎
2m程度。

地下水位

堤内地盤高と同程度の高さに地下水位が形成され
ている。一部区間では凸状の地下水位が形成されて
いる。

のり先（堤体と基礎地盤の境界）に
噴砂がみられることから、堤体下部
の閉封飽和域の液状化と推定

地下水位は、堤内地盤高とほぼ同じであるが、
堤体下で緩やかに高くなっているいる。

堤防変状
タイプ

A2タイプ、A3タイプ

堤体下部材料は 細粒分含有率が60%以上あるも

変形略図（推定） 地下水観測結果
堤体下で緩やかに高くなっている

被災過程
推定の
留意事項

・堤体下部材料は、細粒分含有率が60%以上あるも
のの、塑性指数が15%以下。
・本復旧時に堤体下部材料確認
・下流区間の基礎地盤表層砂層の影響

・閉封飽和域の改良幅、厚さ
堤体土 盛土時 改良（土粒 密度が2 6程度本復旧時

の
留意事項

・堤体土の再盛土時の改良（土粒子密度が2.6程度
と小さい）
・下流区間では基礎地盤砂層の改良深さ
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渕尻下流地区 江合川左岸25.9k+20m～26.9k

地質縦断図 被災後横断図地質縦断図 被災後横断図

被災延長区間内で、堤
体下の基礎地盤表層に
砂層の有無及び堤体内
地下水位の高低がある
ため、本復旧時には、
基礎地盤砂層を含めた
閉封飽和域の改良幅、
厚さの検討が必要
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福沼地区 江合川右岸26.6k+115m～26.8k+120ｍ

＜考察＞

【被災の概要・変形過程（推定）】

天端及び表法面に複数の縦断クラックが生じており、
天端の沈下及び川表側のはらみ出しにより被災後の

被災箇所平面図 被災箇所航空写真及び被災時写真＜考察＞

天端の沈下及び川表側のはらみ出しにより被災後の
堤防はほぼ水平となっている(市民プール前)。

基礎地盤は粘性土の上部に砂層が存在する。砂質
及び粘性土層上部は天端下部を中心に凹状を呈して
いる 堤体は砂質土及び砂質シルトが主体であるいる。堤体は砂質土及び砂質シルトが主体である。

堤体内には堤内地盤高標高より高い地下水位が確
認されたことから、飽和した堤体砂質土及び基礎地盤
砂層が液状化したものと考えられる。

被災延長
213m

微地形
氾濫平野

微地形

既往地震
での被災

履歴履歴

被災状況

・天端沈量：2.3m
・減少断面積：8m2

・増加断面積：10m2 被災断面スケッチ図 土質断面図
天端クラック クラック底部に水

を確認

周辺状況

堤体クラック内及び堤内地で噴砂を確認。下流区
間では堤内地及び高水敷きで噴差を確認。

堤体土質

堤体は砂質土及び砂質シルトが主体である。

基礎地盤

レキ層の上部に粘性土が堆積し、その上部に砂層
が存在する。天端下の圧密沈下量は約1.3m程度。

のり先（堤体と基礎地盤の境界）へのはらみ出し礎

地下水位

堤体内には地盤高より高い位置に凸状の地下水
位が形成されている。

のり先（堤体と基礎地盤の境界）へのはらみ出し
（クラック内に噴砂）や周辺の堤内地で多くの噴砂
がみられることから、基礎地盤の液状化及び堤体下
部の閉封飽和域の液状化と推定

堤防変状
タイプ

A2タイプ、A3タイプ

地下水位以下の堤体砂質土のFLは約0 2程度 基

変形略図（推定） 地下水観測結果 地下水位は、堤内地盤高とほぼ同じであるが、
堤体下で高くなっている

被災過程
推定の

留意事項

・地下水位以下の堤体砂質土のFLは約0.2程度、基
礎地盤砂層は0.3と小さい。（最大加速度500gal）
・市民プール地下部の地中梁の深さ、構造。

・閉封飽和域及び基礎地盤砂層の改良幅、厚さの設
定本復旧時

の
留意事項

定。
・地下水低下の排水処理
・堤体土の再盛土時の改良（土粒子密度が2.6程度
と小さい）
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＜考察＞

福沼地区 江合川右岸26.6k+115m～26.8k+120ｍ

＜考察＞ 圧密 • 現地確認推定圧密沈下量約1.3m

液状化
•堤体中央付近の堤体下部 FL0.2～0.4
•堤体中央付近の基礎地盤 FL0.3～0.4

2.7

2.8

s
 
(
g
/
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m
3
)堤体土の土粒子密度は2.6g/cm3より

小さいものが存在するため、再築堤
時に改良の検討が必要

地質縦断図 被災後横断図

堤内地側近傍に構造物がある
（この区間は堤内側への変形を
拘束された可能性がある）

2.5
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土
粒

子
の
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ρ

被災箇所 ( Bs2 )

被災箇所 ( Bsc1 )

無被災箇所 ( Bs2 )

無被災箇所 ( Bsc1 )

無被災箇所 ( B 0 )

時に改良の検討が必要

地質縦断図 被災後横断図拘束された可能性がある）

2.4
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含水比  Wn （％）

無被災箇所 ( Bs0 )

被災延長 間内 堤被災延長区間内で、堤
体下の基礎地盤表層砂
層厚が変化しているこ
と、及び堤体内水位の
高低があるため、本復高低があるため、本復
旧時には、基礎地盤砂
層を含めた閉封飽和域
の改良幅、厚さの検討
が必要

堤体内水頭が周
辺堤内地盤高よ
り少し低い箇所
においては、本
復旧時にドレー
ン工を敷設する
場合の流末処理
の検討が必要
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渕尻上流地区 江合川左岸27.4k+60m～27.8k

＜考察＞

【被災の概要・変形過程（推定）】

天端及び表のり面に複数の縦断クラックが生じており、
天端の沈下及び川表側のはらみ出しにより被災後の

被災箇所平面図 被災箇所航空写真及び被災時写真＜考察＞

天端の沈下及び川表側のはらみ出しにより被災後の
堤防はほぼ水平となっている。
基礎地盤は厚い粘性土層の上部に砂層が存在する。

堤体は砂質土及びシルト質砂質土が主体となっている。
堤体内には堤内地盛土内から川表に傾斜した地下堤体内には堤内地盛土内から川表に傾斜した地下

水位が確認されていることから、これ以下の飽和した
堤体砂質土及び基礎地盤砂層が液状化したものと考
えられる。

被災延長
309m

微地形
氾濫平野

微地形

既往地震
での被災
履歴履歴

被災状況

・天端沈量：2.6m
・減少断面積：21m2

・増加断面積：21m2 被災断面スケッチ図 土質断面図
天端での縦断クラック・
堤外側へのはらみ出し

天端には幾重にも縦
断クラックが発生

周辺状況

堤体クラック内及び川表のり尻付近で噴砂を確認。

堤体土質

・堤体は砂質土及びシルト質砂質土が主体となって
いる。
・堤内地は堤防高と同程度の盛土が造成されている。

基礎地盤

粘性土が厚く堆積し、上部に砂層が存在する。天
端下の圧密沈下量は約0.6m程度。

堤外側のり先（堤体と基礎地盤の境界）へのはらみ礎

地下水位

堤体内には堤内地盛土内から川表に傾斜する地
下水位が形成されている。

堤外側のり先（堤体と基礎地盤の境界）へのはらみ
出し（クラック内に噴砂）、堤内側造成盛土の移動
から、基礎地盤の液状化及び堤体下部の閉封飽和域
の液状化と推定

地下水位は、堤外側のり先では堤内地盤高とほ
ぼ同じであるが、堤内側に向かって高くなって

堤防変状
タイプ

A2タイプ、A3タイプ

地下水位以下の堤体砂質土のFLは約0 3程度 基

変形略図（推定） 地下水観測結果
ぼ同じであるが、堤内側に向かって高くなって
いる

被災過程
推定の
留意事項

・地下水位以下の堤体砂質土のFLは約0.3程度、基
礎地盤砂層は0.4～0.5と小さい。（最大加速度
500gal）

・閉封飽和域及び基礎地盤砂層の改良幅、厚さの設
定本復旧時

の
留意事項

定。
・堤内地から供給される地下水位の低下処置
・堤体土の再盛土時の改良（土粒子密度が2.6程度
と小さい）
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＜考察＞

渕尻上流地区 江合川左岸27.4k+60m～27.8k

＜考察＞ 圧密計算 • 現地確認推定圧密沈下量約0.6m

液状化
•堤体中央付近の堤体下部FL0.3～0.5
•堤体中央付近の基礎地盤FL0.3～0.4

地質縦断図 被災後横断図

静的変形
解析

• 堤体中央付近の堤体下部 FL0.2～0.4
• 堤体中央付近の基礎地盤 FL0.4～0.6

地質縦断図 被災後横断図

被災延長区間内で、堤
体下の基礎地盤表層に
砂層が存在しているこ
と、及び堤内地側に向
かって堤体内水位が高
くなっていることからくなっていることから、
本復旧時には、基礎地
盤砂層を含めた閉封飽
和域の改良幅、厚さ及
び堤体内地下水位を低
下させる処置の検討が下させる処置の検討が
必要
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楡木地区 新江合川右岸2.8k+25m～2.8k+195m

＜考察＞

【被災の概要・変形過程（推定）】

のり面上段に縦断クラックが生じており、天端の陥没
もみられる 天端の沈下及び川表側 のはらみ出しが

被災箇所平面図 被災箇所航空写真及び被災時写真＜考察＞

もみられる。天端の沈下及び川表側へのはらみ出しが
みられ、高水護岸下部が捲れあがっている。
基礎地盤は砂層と粘性土の互層であり、上部は約

5m程度の粘性土層が存在する。粘性土層上部は天端
下部を中心に凹状を呈している 堤体は砂質シルト土下部を中心に凹状を呈している。堤体は砂質シルト土
が主体となっている。
堤体内には堤内地盤高より高い高さの地下水位が確
認されていることから、これ以下の飽和した堤体砂質
土が液状化したものと考えられる土が液状化したものと考えられる。

被災延長
170m

微地形
氾濫平野

微地形

既往地震
での被災
履歴履歴

被災状況

・天端沈量：1.4 m
・減少断面積：4m2

・増加断面積：11m2 被災断面スケッチ図 土質断面図
堤内側のり肩部での
縦断クラック

堤外側高水護岸のはらみ出し

周辺状況

堤体土質

堤体は砂質シルト土が主体である。

基礎地盤

粘性土と砂層の互層をなしており、上部に5m
程度の粘性土層が存在する。天端下の圧密
沈下量は約1m程度。礎

地下水位
堤体内には地盤高より高い位置に地下水位

が形成されている。

堤外側のり面のはらみ出しが見られるこ
とから、基礎地盤表層砂層の液状化と堤
体下部の閉封飽和域の液状化と推定

地下水位は 堤体内で堤内地盤高より高くな

堤防変状
タイプ

A2タイプ

堤体下部材料は 細粒分含有率が40%以上

変形略図（推定） 地下水観測結果
地下水位は、堤体内で堤内地盤高より高くなっ
ている

被災過程
推定の
留意事項

・堤体下部材料は、細粒分含有率が40%以上
あるものの、塑性指数が15%以下が存在する。
・本復旧時に堤体下部材料確認

・閉封飽和域の改良幅、厚さ

本復旧時
の

留意事項

・堤体土の再盛土時の改良（土粒子密度が
2.6程度と小さい）
・地下水低下対策(ドレーン工)
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楡木地区 新江合川右岸2.8k+25m～2.8k+195m

地質縦断図 被災後横断図地質縦断図 被災後横断図

被災延長区間内で 堤被災延長区間内で、堤
体内地下水位の高低が
あるため、閉封飽和域
の改良幅、厚さの検討
が必要
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橋浦地区 北上川下流（新北）左岸5.4k+67m～5.8k+131m

＜考察＞

【被災の概要・変形過程（推定）】

天端及び川表のり面に縦断クラックが生じており、天
端の沈下及び川表側 のはらみ出しがみられる

被災箇所平面図 被災箇所航空写真及び被災時写真＜考察＞

端の沈下及び川表側へのはらみ出しがみられる。
基礎地盤は粘性土上部に砂層が厚く堆積している。

堤体は下部で砂質土が卓越し、上部は粘性土が主体
となっている。
地下水位は河川水位（干潮区間）と同程度であり 沈地下水位は河川水位（干潮区間）と同程度であり、沈
下した堤体下部は飽和域となっていることから、基礎
地盤砂層及び飽和した堤体下部の砂層の一部が液状
化したものと考えられる。

被災延長
460m

微地形
旧湿地

微地形

既往地震
での被災
履歴

・S53:5.8k～10kmの範囲で断続的にΣＬ＝
3.6kmクラック、のり面陥没ΣL=1.8kmの被災
あり

履歴

被災状況

・天端沈量：0.8m
・減少断面積：6m2

・増加断面積：2m2 被災断面スケッチ図 土質断面図
天端舗装と堤内側のり拡幅盛土との境界付近で60cm程度の
段差および亀裂が発生し、段差発生箇所は全般に堤外側が
沈下

周辺状況

堤内地の水田で噴砂を確認。

沈下

堤体土質

堤体下部に砂質土、その上部に粘性土材料
が主体となっており、レキ質土により川裏側に
嵩上げ・拡幅したと考えられる。

基礎地盤

粘性土の上部に砂層が厚く堆積し堆積して
いる。天端下の圧密沈下量は約1m程度。

堤外側のり先護岸のはらみ出しが見られることと、礎

地下水位
平常時の河川水位と同程度の高さに地下水

位が形成されている。

堤外側のり先護岸のはらみ出しが見られる とと、
地質調査結果から堤体土の沈下と基礎地盤表層に砂
層が存在していること、及び堤内地の水田で噴砂が
見られることから、基礎地盤の液状化と堤体下部の
閉封飽和域の液状化と推定

堤防変状
タイプ

B1タイプ、A2タイプ

地下水位以下の堤体砂質土のFLは約0 4程

変形略図（推定） 地下水観測結果 地下水位は、堤内地盤高とほぼ同じである

被災過程
推定の
留意事項

・地下水位以下の堤体砂質土のFLは約0.4程
度と小さい。（最大加速度500gal）

・堤防耐震点検により事前対策として実施した

本復旧時
の

留意事項

押さえ盛土、グラベルドレーン工を施した区間
での被災が軽微であったこと
・基礎地盤砂層の改良範囲、深さ
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＜考察＞

橋浦地区 北上川下流（新北）左岸5.4k+67m～5.8k+131m

＜考察＞ 圧密 • 現地確認推定圧密沈下量約1.0m

液状化
•堤体中央付近の堤体下部 FL0.2程度
•堤体中央付近の基礎地盤 FL0.3～0.4

地質縦断図 被災後横断図地質縦断図 被災後横断図

本復旧時には、基礎地
盤砂層の改良幅、厚さ
の検討が必要
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中野地区 北上川下流（新北）左岸7.6k+3m～8.8k+67m

＜考察＞

【被災の概要・変形過程（推定）】

天端及び川表のり面に縦断クラックが生じており、天
端の沈下及び川表側 のはらみ出しがみられる

＜考察＞

L8.4

L8.6

L8.8

L9.0

代表断面

被災箇所平面図

端の沈下及び川表側へのはらみ出しがみられる。
基礎地盤は粘性土上部に砂層が厚く堆積している。

堤体は下部で砂質土が卓越し、上部は粘性土が主体
となっている。
地下水位は河川水位（干潮区間）と同程度であり 沈

L8.2

L8.0
L7.8L7.6

L7.94k

地下水位は河川水位（干潮区間）と同程度であり、沈
下した堤体下部は飽和域となっていることから、基礎
地盤砂層及び飽和した堤体下部の砂層の一部が液状
化したものと考えられる。

一般災区間 終
点

8
.8
k+

6
7

始
点

7
.6
k+
6

被災延長
1261m

微地形
旧湿地、氾濫平野

被災箇所航空写真及び被災時写真

航空写真（2011/3/15撮影）微地形

既往地震
での被災
履歴

・S53:5.8k～10kmの範囲で断続的にΣＬ＝
3.6kmクラック、のり面陥没ΣL=1.8kmの被災
あり

履歴

被災状況

・天端沈量：0.4m
・減少断面積：4m2

・増加断面積：6m2

被災断面スケ チ図
土質断面図

天端舗装と堤内側のり拡幅盛土との境界付近で60cm程度の
段差および亀裂が発生し、段差発生箇所は全般に堤外側が
沈下

左岸7.8k+107

周辺状況

堤内地の水田及び川表護岸背面で噴砂を確
認。

被災断面スケッチ図
沈下

5.0m

堤体土質

堤体下部に砂質土、その上部に粘性土材料
が主体となっており、レキ質土により川裏側に
嵩上げ・拡幅したと考えられる。

基礎地盤

粘性土の上部に砂層が厚く堆積し堆積して
いる。天端下の圧密沈下量は約1.2m程度。

堤体側護岸背面で噴砂が見られることと、地質調査礎

地下水位
基礎地盤砂質土層上部に地下水位が形成さ

れている。 変形略図（推定）

堤体側護岸背面で噴砂が見られる とと、地質調査
結果から堤体土の沈下と基礎地盤表層に砂層が存在
していること、及び堤内地の水田で噴砂が見られる
ことから、基礎地盤の液状化と堤体下部の閉封飽和
域の液状化と推定

左岸7.8k+135

堤防変状
タイプ

B1タイプ、A2タイプ

地下水位以下の堤体砂質土のFLは約0 4程

地下水観測結果 地下水位は、堤内地盤高とほぼ同じである

地下水位以下の緩い堤体土(Bs)が液状化し、

川表側が側方流動により沈下 変形したも

川裏のBg層は岩ずりや礫主体で比較的締まっており、越水

による洗掘箇所はみられるが、液状化に伴う変状規模は比
較的軽微である。

被災過程
推定の
留意事項

・地下水位以下の堤体砂質土のFLは約0.4程
度と小さい。（最大加速度500gal）

・堤防耐震点検により事前対策として実施した

川表側が側方流動により沈下・変形したも
基礎地盤のAs1層は、堤内地の墳砂現象から液状化は発生

したものと考えられるが、N値が10前後でありBs層と比較

本復旧時
の

留意事項

押さえ盛土、グラベルドレーン工を施した区間
での被災が軽微であったこと
・基礎地盤砂層の改良範囲、深さ

堤体土Bsおよび基礎地盤のAs1層が液状化したと推測される。
周辺においても、堤内地の水田および欠損した護岸背面土の墳砂跡がみられる。
川裏側は岩ずりや礫主体のBg層により拡幅されており、液状化による変形は比較的軽微である。
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＜考察＞

中野地区 北上川下流（新北）左岸7.6k+3m～8.8k+67m

被災後横断図

＜考察＞ 圧密 • 現地確認推定圧密沈下量約1.2m

液状化
•堤体中央付近の堤体下部 FL0.4程度
•堤体中央付近の基礎地盤 FL0.3～0.5

地質縦断図

被災後横断図

L7.80K+107

地質縦断図

L8.6

L9 0

L8.4

L8.2

L8.8

L9.0

代表断面

L7.94k

L8.0
L7.8L7.6

8
.8
k+
6
7

6
k+
6

一般災区間 終
点

始
点
7
.6

L8.00K+21
本復旧時には、基礎地
盤砂層の改良幅、厚さ
の検討が必要
（砂層の間に薄い粘性（砂層の間に薄い粘性
土層が存在している）

始
点

7
.
6
k
+
6

一般災区間

点
8
.
8
k
+
6
7

始 終
点

L8.20K+30
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今次地震により広範囲に堤防被災を受けた北上川水系及び鳴瀬川水系では、過去の地震におい

ても多くの箇所で堤防被災があった（昭和 37 年宮城県北部地震、昭和 54 年宮城県沖地震、平成

15 年宮城県北部地震）。このため、今次地震による堤防被災箇所と過去の地震による被災箇所との

関係を整理した。 
 
＜被災箇所の重複＞ 
・今次地震での被災箇所（773 箇所）のうち、過去の地震で被災のあった箇所は 79 箇所あり１割

強を占める。 
 
・4 地震ともほぼ同一区間で被災している事例は無いが、今次地震と過去の２地震において被災し

ている事例が 10 箇所(江合川・新江合川 6 箇所、鳴瀬川 2 箇所、吉田川 2 箇所)、今次地震と過去

のいずれかの地震において同一区間で被災している事例が 69 箇所（北上川及び吉田川は宮城県沖

地震との被災重複が多く、江合川及び鳴瀬川は平成 15 年宮城県北部地震との被災重複が多い）存

在する。 
 
・過去の地震での被災堤防では、災害復旧は原形復旧（被災前の堤防形状に復旧する）が原則で

あったことから、液状化により被災した箇所では再度、液状化による堤防変形が生じる可能性が

高いことが言える（地震被災の反復性）。 
 
＜過去の地震で実施した地盤改良等の効果＞ 
・一方、平成 15 年宮城県北部地震により被災を受けた鳴瀬川堤防においては、大規模被災箇所の

本復旧工法として、堤体全面切り返し＋地盤改良＋護岸＋ドレーン工を組み合わせて実施した(4
地区)。この区間では、今次地震時において被災は確認されていない。 
 
・また、宮城県沖地震での災害復旧により川表に遮水矢板、川裏のり尻の基礎地盤にクラッシャ

ーランを施した名取川右岸の閖上地区堤防でも、今次地震での被災は確認されていない。 
 

今次地震被災箇所で過去に被災がみられた箇所 

今回，Ｈ１５，Ｓ５３ 今回，Ｈ１５，Ｓ３７ 今回，Ｓ５３，Ｓ３７ 今回，Ｈ１５ 今回，Ｓ５３ 今回，Ｓ３７

北上川 1 9

旧北上川 1 3

江合川 2 3 3 2 2

新江合川 1 1

鳴瀬川 2 13 6

吉田川 2 2 16

名取川 2

阿武隈川 5

鞍坪川 1

合計 0 6 0 4 21 44 2

震

昭和３７年及び昭和５３年の地震被災箇所は土木研究所資料「１９７８年６月宮城県沖地震被害調査概報　昭和５３年１０月」より,平成１５年の地震被災箇所は国土交通省東北

４回とも被災
３回被災 ２回被災

河川名

 

 
今回の地震後の状況（変状なし） 

 

H15 地震後の状況(天端沈下・亀裂) 
 

過去の地震被災と今次地震での被災箇所 

横断図 

 

地盤改良

HWL
ドレーン工

植生工 
覆土+植生工 

連節ブロック 

堤体全面切返し 

H15 宮城県北部地震での災害復旧工と今次地震での状況 
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東北地方整備局管内における
堤防地震被害箇所の反復性に関する整理（１／３）

1978年6月宮城県沖地震 2011年東北地方太平洋沖地震1962年4月宮城県北部地震 2003年宮城県北部を震源とした地震
番号

堤防地震被害箇所の反復性に関する整理（１／３）
河川名 左右岸 距離標 被災内容 距離標 距離標 被災内容 距離標 被災内容 被災規模

0.4k～1.0k 亀裂L=600m -1.2k-38～4.8k+129 特殊堤崩壊、天端、川表裏崩壊　L=6105m 大 K1

5.8k～10k 亀裂L=3,600m ひどい陥没L=1,600m 5.4k+67～5.8k+97 天端クラック、沈下、裏法洗掘、護岸崩壊　L460m 中 K2

37.2k 河岸縦断ｸﾗｯｸ　L=17.2m　W=30㎝　H=57㎝ 小 K3

37.4k 天端沈下 L=30m H=0.5m 小 K4

川表小段から法面崩落 中

亀裂L=480m（法面あり）左

被災内容

37k～37.4k+8m

番号

44.2k 川表小段から法面崩落 L=40m B30～40㎝ 中 K5

44.2k+150 天端縦断ｸﾗｯｸ　L=4m　W=10㎝　H=20㎝ 小 K6

1.0k～2.8k 亀裂L=2,700m 陥没30～40cm K7-1

3.8k 陥没75cm、L=50m K7-2

5.0k 陥没75cm、L=70m K7-3

11.0k 亀裂L=600m 11.0k  天端縦断ｸﾗｯｸ　L=403.7m　W=1.12m　H=155㎝※(主)河北・桃生線 中 K8

20 3k 山腹斜面土砂崩れ L≒20 20 2k 法面崩壊(河道閉塞なし) 小 K9

大天端・護岸クラック、堤体・護岸洗掘、護岸沈下、堤体流出、水門流出-0.4k-90～4.8k+89

右

44.2k～44.5k 亀裂L=320m

北上川

20.3k 山腹斜面土砂崩れ L≒20m 20.2k 法面崩壊(河道閉塞なし) 小 K9

44.8k 亀裂L=250m 44.8k  天端横断ｸﾗｯｸ　３本　L=1.8m　W=2.5㎝坂路横断ｸﾗｯｸ　２本　L=2m　W=3㎝ 小 K10

2.6ｋ+163～2.8ｋ

30.8ｋ 堤防天端縦断ｸﾗｯｸL=22m,B=0.8cm 30.8k 堤防天端舗装ｸﾗｯｸ　L=60m　H=0.6～0.8m　W=0.15m　段差0.2m 中 K11

2.4ｋ～2.4ｋ+14

2.6ｋ+20～2.6ｋ+30

3 0ｋ～3 0ｋ+13 3 0k 緊急高潮堤ズレ L=15m W=5㎝ 小 K13

2.3k～2.7k
転落防止柵の倒壊　L=300m
低水部法面洗掘(幅50㎝)、護岸背面の流出、開き(5㎝、深さ60㎝)、浮
き桟橋 倒壊

小

石積護岸のすべりによる破壊

石積護岸の破壊

石積護岸の破壊

石積護岸のすべりによる破壊

左

K12

3.0ｋ 3.0ｋ+13 3.0k 緊急高潮堤ズレ　L 15m　W 5㎝ 小 K13

19.0ｋ+50～19.1ｋ+66 19.0k+3～19.0k+166
高水護岸浮き上がり　L=163m　H=48㎝、堤防沈下　L=163m　H=25
㎝、法面(堤内)縦断ｸﾗｯｸ　L=50.4m　W=11㎝　H=110㎝
※液状化(噴砂)有り

中 K14

19.2k 亀裂L=59m 陥没2cm

19.4ｋ+180～19.6ｋ+88

19.6k 亀裂L=45m、27m 全体的に沈下

防 端 法 中天端 表のり面の縦断亀裂

旧北上川

右

石積護岸のす りによる破壊

天端・裏のり尻の縦断亀裂、高水敷に噴砂

天端・裏のり尻の縦断亀裂、高水敷に噴砂

1.6ｋ+80～1.6ｋ+180 1.6k+50～1.6k+140 堤防天端・法面ｸﾗｯｸ L=15.0m、H=0.4m、W=0.1m 中 K15

3.6k 縦断ｸﾗｯｸ　L=78m,B=10cm

4.0k 縦断ｸﾗｯｸ　L=6m,　B=1.5cm

4.4k 縦断ｸﾗｯｸ　L=6.0m,　B=0.5cm,

6.6k 縦断ｸﾗｯｸ　L=7m,　B=2cm,　段差5cm

7.8k 縦断ｸﾗｯｸ　L=95m,B=5cm

7 9k～8 0k 堤防横断ｸﾗｯｸ L=2 5m B=8cm堤防縦断ｸﾗｯｸ L=15*2 B=10 4cm

天端、表のり面の縦断亀裂

7.9k～8.0k 堤防横断ｸﾗｯｸ　L=2.5m ,B=8cm堤防縦断ｸﾗｯｸ L=15*2 B=10.4cm

10.6k～10.7k 堤内側擁壁天端ｸﾗｯｸ　L=0.8m B=0.5cm

10.8k～11.0k 特殊提ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ目地開き B=10cm、ｽﾞﾚ=1cm 5箇所 10.8+150～11.0+20 特殊堤のズレ W=4㎝(３ﾌﾞﾛｯｸ分),平版ﾌﾞﾛｯｸの開き W=3㎝ 小 K16

14.4ｋ+70～14.6ｋ+10

14.6k 亀裂L=140m 陥没60cm、L=22m

15.8ｋ～15.8ｋ+100 堤防の亀裂、周辺に噴砂；大被害箇所

22 6ｋ 堤防の亀裂

14.4ｋ+70～14.6ｋ+100 堤防周辺に噴砂 14.0k+50～14.6k+100 堤防沈下 L=650m 大

左
天端の沈下・縦断亀裂、周辺に噴砂；大被害箇所

K17

22.6ｋ 堤防の亀裂

22.7ｋ 22.6k+100～23.0k-21 延長約１５１mにわたり堤防の沈下(波打っている)、横断ｸﾗｯｸ段差あり。 中 K18

23.1ｋ 堤防の沈下、すべり、亀裂；大被害箇所

23.8ｋ～24.2ｋ 堤防の亀裂、周辺に噴砂；大被害箇所

25.4ｋ 堤防の亀裂

26.6ｋ 堤防の亀裂 26.6ｋ 25.9k+20～26.9k 堤防沈下　川表・裏ｸﾗｯｸ　L=778m 大 K19

0.6ｋ+130～1.0ｋ+40江合川

堤防の亀裂

堤防の亀裂

坂路、表のり尻の縦断亀裂、周辺に噴砂

0.8k 亀裂L=50m 0.8k 縦断ｸﾗｯｸL=１１m,　B=１cm K20

3.0k+111～3.2k  沈下(基礎地盤)　L=89m　H=40㎝天端縦断ｸﾗｯｸ　L=89m　W=10㎝　H=80㎝ 中 K21

3.4ｋ

3.6k 兼用堤防天端　ｸﾗｯｸL=72m, B=10cm

5.6k～5.8k 堤防縦断ｸﾗｯｸL=200m,B=40cm 5.8k 天端ﾌﾞﾛｯｸ開き・ズレ　W=5～10㎝ 小 K23

3.4k 堤防天端沈下W=50㎝ , H=0.3㎝ 小

堤防天端縦断ｸﾗｯｸ　L=27m B=0.2cm3.1k0.8k～3.4k 法尻亀裂

堤防の亀裂
K22

6.5k 坂路ｸﾗｯｸ　L=１4m,B=2cm

7.6k～7.9k 堤防天端縦断ｸﾗｯｸ５ケ所　L=170ｍ　B=3～10cm 7.6k-50～7.6k+67 天端沈下L=100m、ｸﾗｯｸL=46m、H=1.0m、W=0.15m 中 K24

9.4k 新涌谷大橋下堤内側平板ﾌﾞﾛｯｸｸﾗｯｸに開き L=3m H=12cm浮き上がり

11.5ｋ 11.5k 格子張り縦帯横断ｸﾗｯｸ 4ｶ所 B=2cm K25

11.6k 堤防上堤内側舗装端縦断ｸﾗｯｸL=１７m B=5cm H=70cm

13.8ｋ 堤防の沈下・亀裂、周辺に噴砂；大被害箇所 13.6+138～13.8+10
法面(堤内)縦断ｸﾗｯｸ　L=72m　W=25㎝　H=105㎝
法面(堤外)縦断ｸﾗｯｸ L=72m W=25㎝ H=105㎝

中 K26

右

堤防の亀裂

法面(堤外)縦断ｸﾗｯｸ　L=72m　W=25㎝　H=105㎝

14.0ｋ～14.0ｋ+100 堤防周辺に噴砂 14.0k+43～14.6K+43 堤防沈下　滑り　L=609m 大 K27

16.5ｋ 堤防の沈下、亀裂

24.6k 亀裂L=100m

26.7ｋ 堤防の亀裂 26.7ｋ 26.6k+115～26.8k+120 堤防沈下　天端ｸﾗｯｸ　L=213m 大 K28

27.1ｋ～27.2ｋ 堤防の亀裂、周辺に噴砂

1.9ｋ 堤防のすべり、亀裂；大被害箇所

堤防の亀裂

2.2ｋ

3.5ｋ

4.8ｋ 堤防の亀裂

2.6ｋ 堤防の亀裂、周辺に噴砂；大被害箇所 2.6k～2.8k 亀裂L=130m

2.6ｋ～2.6ｋ+130

2.8ｋ～2.9ｋ 2.8k+25～2.8k+195 堤防沈下　裏法崩れ　L=170m 大 K30

2.6ｋ～2.6k+85  堤防に縦断的亀裂。延長85m、幅0.4m、深さ0.9m堤防川表側の沈下(0.6m) 中

左

右

新江合川

堤防の亀裂；大被害箇所

堤防の亀裂

天端の沈下・縦断亀裂、大被害箇所

天端、裏肩の縦断亀裂

K29

3.9ｋ 堤防の亀裂

：地盤改良にて復旧した箇所（鳴瀬川）

：被災の反復性がある箇所

※被害規模について
  　大・中・小について明確な定義はないが、本資料では次のとおり定義している。

大 ：堤防全体に及ぶ損傷
中 ：ＨＷＬ以深に達しない損傷、部分的にＨＷＬ程度の損傷
小 ：比較的軽微な損傷
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東北地方整備局管内における
堤防地震被害箇所の反復性に関する整理（２／３）

1978年6月宮城県沖地震 2011年東北地方太平洋沖地震1962年4月宮城県北部地震 2003年宮城県北部を震源とした地震
番号

堤防地震被害箇所の反復性に関する整理（２／３）

0.2ｋ+33～0.3ｋ+53 0.2k 横断ｸﾗｯｸ１、縦断ｸﾗｯｸ3箇所L=28m, B=1cm, 0.3k 堤内法面崩壊　H=1800㎝　W=3500 中 Nr1

0.6ｋ+67～0.6ｋ+100 0.3k～0.7k 堤防天端法肩部縦断ｸﾗｯｸ(20本以上）　L=100ｍ、B=5～20cm 0.4k+10 天端洗掘　L=14.3m　W=400㎝ 小 Nr2

1.0＋150 法面滑落(堤外)　L=110ｍ　W=2800㎝　H=0.95㎝ 中 Nr3

1.0k+180
法面(堤内)洗掘　L=56m　W=200㎝　H=120㎝
舗装洗掘 L=17 8m W=3 0m

小 Nr4

天端・裏小段の沈下、縦断亀裂

天端・裏小段の沈下、縦断亀裂

0.8ｋ+160～1.2ｋ+140 天端沈下（50㎝）、縦断亀裂

河川名 左右岸 距離標 被災内容 距離標 距離標 被災内容 距離標 被災内容 被災規模被災内容
番号

舗装洗掘　L=17.8m　W=3.0m

1.2k+100 法面(堤内)洗掘　L=10m　W=50㎝　H=60㎝ 中 Nr5

1.0k 亀裂L=120m 陥没30～40cm

1.4ｋ+150～1.4ｋ+185

4.6ｋ+43～4.6ｋ+88

4.8k 建物周囲沈下,給水･汚水･雑排水配管切断等 4.8k 鳴瀬堰　管理棟損傷(施設状況不明) 小 Nr6

1.2k～5.0k 亀裂L=130m 陥没30cm 4.8k～4.9k 堤防に縦横断ｸﾗｯｸ　L=585m B=５cm Nr7

堤防被災

天端・裏小段の沈下、縦断亀裂、裏のり面のすべり

裂 堤防 縦横 ﾗ

5.2k～5.3 堤防縦断法面ｸﾗｯｸL=60m B=11・１3cm 5.2k+100～6.2k+100 天端亀裂　多数　L=1,000m　(W=2～4㎝　H=11㎝) 小 Nr8

8.0k～8.2k 天端縦断ｸﾗｯｸ　L=340m ,B=20cm

9.4ｋ

10.2k 川裏小段縦断ｸﾗｯｸ　L=44m B=17cm

10.5k 川表小段隆起・噴砂跡あり　L=30m

12.3k 亀裂L=40m（法面あり） ①12.1k～12.5k 堤防天端ｸﾗｯｸ　L=１７0m, 被災なし

左

天端の縦断亀裂

②12.7k～13.5k 堤防天端縦断ｸﾗｯｸ・堤内法面崩壊　L=700m 段差 40cm

13.7k～14k  堤防川表法面、天端法肩川縦断ｸﾗｯｸ　L=19m B=2cm L=4m B=8cm堤防川裏法面縦断ｸﾗｯｸ　L=120m B=50cm 13.9k+65～14.0k+18 天端縦断ｸﾗｯｸ　L=53m　W=10㎝　H=50㎝ 中 Nr9

14.5k 川裏法尻ｸﾗｯｸ：L=10m B=10cm、川表法面ｸﾗｯｸ:L=4m B=8cm 14.3k+92～14.5k+60 天端縦断ｸﾗｯｸ　L=168ｍ　W=5㎝　H=100㎝以上 中 Nr10

15.3k 堤防川表法面　縦断ｸﾗｯｸL=18m、B=2cm　 15.3k-8～15.3k+18 天端縦断ｸﾗｯｸ　L=26ｍ　W=10㎝　H=100㎝以上 小 Nr11

16.1k  表法面ｸﾗｯｸ L=10m W=0.15 H=0.3m法面崩壊 B=0.5m 小 Nr12

16.5k 堤防縦断ｸﾗｯｸ　L=100m　W=30㎝　H=50㎝ 小 Nr13
16.0k～16.5k

被災なし

天端縦断ｸﾗｯｸL=657m B=20cm

16.7k～16.8k   川表天端･法肩縦断ｸﾗｯｸ　L=19m B=10cm川裏肩～小段ｸﾗｯｸ　L=2m B=3cm川裏天端ｸﾗｯｸ　L=24m B=5cm 　 16.7k 表法面ｸﾗｯｸ L=17m W=0.15 H=1.2m以上 小 Nr14

17.0～17．１k 舗装隙間　L=47m ･ L=30m B=2～20cm、川裏小段ｸﾗｯｸ L=53m B=5cm 　　　　　

19.7k 条件護岸 幅50cm、厚さ30cm破損

34.0k～33.7k 亀裂L=100m

33.9ｋ+40～34.5ｋ 33.9K～34.0k
低水護岸かごマット多段積み：すべり・沈下 L=42.8m W=35㎝ H=35㎝
低水護岸石積み(空積み)：すべり・沈下 L=11.4m W=35㎝ H=100㎝

小 Nr15

0 2k 縦断ｸﾗｯｸ L=8m B=0 5cm 護岸ｸﾗｯｸ L=1m B=0 5cm 0 0k～0 4k+20 特殊堤破損及び半壊 L=420m 大 Nr16

鳴瀬川

堤防被災

0.2k 縦断ｸﾗｯｸ L=8m B=0.5cm、護岸ｸﾗｯｸ L=1m B=0.5cm 0.0k～0.4k+20 特殊堤破損及び半壊 L=420m 大 Nr16

1.0ｋ～1.0ｋ+130

5.0k 亀裂L=127m

6.2k 亀裂L=265m

12.1ｋ+90～12.1ｋ+160

③12.9k～13.5k 堤防天端縦断ｸﾗｯｸ　L=530m　段差40cm

13 7k～14 1k 川裏法崩れ L=370m B=10～20cm 段差=40～60cm 13 7k～14 2k 堤防法面 天端 W=0 2m H=0 5m程度のｸﾗｯｸ多数 中 Nr17

被災なし

堤防被災

堤防表小段の亀裂

13.7k～14.1k 川裏法崩れ　L=370m B=10～20cm 段差=40～60cm 13.7k～14.2k 堤防法面、天端　W=0.2m　H=0.5m程度のｸﾗｯｸ多数 中 Nr17

④14.7k～15.0k 天端法面崩壊・堤防陥没　L=180m

15.1k 川裏小段縦断ｸﾗｯｸ　L=28m B=7cm 15.0k～15.1k 小段(堤内)縦断ｸﾗｯｸ、堤防天端縦横断ｸﾗｯｸ　多数 中 Nr18

15.5k～15.7k 天端縦断ｸﾗｯｸ　L=150m B=5～10cm 15.5k+20～15.9k+40 天端縦ｸﾗｯｸ　L=400m　H=0.7m 中 Nr19

15.9k～16.0k 天端含む堤内側法面崩壊　L=260m

16.１k 天端陥没　 2箇所　直径=80cm 20cm 16.07k～16.1k 堤防天端縦断ｸﾗｯｸ L=17m,W=10㎝,H=40㎝ 小 Nr20

16 6k～16 9k 天端縦断ｸﾗｯｸ L=8m B=30cm 天端縦断ｸﾗｯｸ L=300m B=5～30cm

被災なし

右

16.6k～16.9k 天端縦断ｸﾗｯｸ L=8m B=30cm、天端縦断ｸﾗｯｸ　L=300m B=5～30cm

17.6k 機場内ｺﾝｸﾘｰﾄｸﾗｯｸ多数

17.7k 山付け部　東屋周辺舗装ｸﾗｯｸ 段差5cm

31.0k-10m 亀裂L=47m

34.5k 亀裂L=270m 34.3k+100～34.5k,34.7k 低水護岸かごマット多段積み：すべり・沈下 L=213.1m W=36㎝ H=75㎝ 小 Nr21

34.5ｋ～34.7ｋ+70 34.3k+100～34.5k,34.7k 低水護岸かごマット多段積み：すべり・沈下 L=213.1m W=36㎝ H=75㎝ 小 Nr22堤防被災

：地盤改良にて復旧した箇所（鳴瀬川）

：被災の反復性がある箇所

※被害規模について
  　大・中・小について明確な定義はないが、本資料では次のとおり定義している。

大 ：堤防全体に及ぶ損傷
中 ：ＨＷＬ以深に達しない損傷、部分的にＨＷＬ程度の損傷
小 ：比較的軽微な損傷
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東北地方整備局管内における
堤防地震被害箇所の反復性に関する整理（３／３）

1978年6月宮城県沖地震 2011年東北地方太平洋沖地震1962年4月宮城県北部地震 2003年宮城県北部を震源とした地震
番号

堤防地震被害箇所の反復性に関する整理（３／３）

2.0k～2.4k（背） 天端縦断ｸﾗｯｸL=420m B= 5cm

2.8k～4.2k（背） 天端縦断ｸﾗｯｸ L=800m B=5cm

4.4k～8.2k（背） 天端縦断ｸﾗｯｸL=3610m B= 20 cm

8.6k～9.7k（背） 天端縦断ｸﾗｯｸL=1100ｍ　B=20ｃｍ

9 7k 9 8k 堤防天端縦断ｸﾗｯｸL=40 80 B=17 堤内側道横断ｸﾗｯｸL=１0

河川名 左右岸 距離標 被災内容 距離標 距離標 被災内容 距離標 被災内容 被災規模被災内容
番号

9.7k～9.8k 堤防天端縦断ｸﾗｯｸL=40m、80m B=17cm、堤内側道横断ｸﾗｯｸL=１0m

13.4ｋ+217～13.6ｋ+59 13.6k 縦断亀裂(HWLに達しないもの)　L=15m 小 Nr23

13.7k 亀裂L=60m

13.8k～14.0k 亀裂L=100m

13.8k その他(噴砂等)　L=32m 小 Nr24

13.8+125
志田谷地排水樋管  吐口・翼壁上流開き2㎝、翼壁下流水平部ﾌﾞﾛｯｸ隆
起、門柱下流端部割れ

小 Nr25
堤防の縦断亀裂

堤防の縦断亀裂

左 13.8ｋ～14.0ｋ+110

起、門柱 流端部割

15.0k 陥没150cm、L=60m 15.0k+100～15.2k 縦断亀裂(HWLに達するもの)　L=180m 中 Nr26

15.2ｋ+185～15.4ｋ+104 15.2k+170～15.4k+70
堤防沈下 L=98m、堤体亀裂 L=98m,護岸ｸﾗｯｸ
高水敷沈下　L=60m　H=80㎝

大 Nr27

16.0k 亀裂L=33m 16.0k～16.0k+140 天端沈下H=1.0m 中 Nr28

16.6ｋ+80～16.6ｋ+120 16.6+100～16.8
堤防亀裂L=100m  H=1.7m
堤防沈下L=105m　川裏小段ｸﾗｯｸH=2.5m
噴砂有り(川裏)

中 Nr29

天端から表肩へのすべりに伴う縦断亀裂、表小段の横断亀裂

堤防の縦断亀裂

噴砂有り(川裏)

20.0ｋ+100～20.2ｋ+30

1.0k～1.2k 亀裂L=150m

1.6K 堤防天端縦断ｸﾗｯｸ　L=30m、B=3cm 県道との兼用堤

4.4ｋ+8～4.4ｋ+73 4.4k～5.0k 天端舗装目地開き・横断亀裂　L=600m　W=5㎝　H=5㎝　※Ｒ45号線 小 Nr30

4.8k～5.0k 4５号兼用堤舗装面に縦断ｸﾗｯｸ、L=50m、B=2cm 4.4k～5.0k 天端舗装目地開き・横断亀裂　L=600m　W=5㎝　H=5㎝　※Ｒ45号線 小 Nr31

6.7k 堤防縦断ｸﾗｯｸL=200m、B=20～30cm

堤防被災

吉田川

堤防被災

8.2k 天端横断ｸﾗｯｸ 2カ所 B=0.5cm

9.0ｋ～9.0ｋ+70 9.0k+20
法肩(堤内)縦断亀裂　L=15m　W=5㎝　H=5㎝
※(県)鹿島台鳴瀬線

小 Nr32

9.0k 亀裂L=50m（法面あり） 8.9K～10.0K  天端横断ｸﾗｯｸ25カ所、Ｂ=0.1～0.2cm天端縦断ｸﾗｯｸ2カ所L=95m、80m 　B=3cm 9.0k～9.6k 天端、法肩(堤内)縦断亀裂　多数　L=15～100m 小 Nr33

10.2k～10.4k 天端横断ｸﾗｯｸ 6カ所 10.2k+40 天端縦断亀裂　L=120m　W=640㎝、H=50㎝ 小 Nr34

11.7k 坂路縦断ｸﾗｯｸ L=23m B=1.5cm

（13 4ｋ 18 2ｋ）

天端表肩の縦断亀裂

天端沈下 陥没（2～3 ） 亀裂（開口幅60㎝） 段差 大被害（13.4ｋ～18.2ｋ）

13.6k～13.7k L1=14m,B=0.7cm　L2=28m ,B=0.4cm、川裏小段ｸﾗｯｸL=2.4m、B=0.4m 13.6k 天端舗装横断破壊、小段法肩(堤内)縦断亀裂 小 Nr35

13.9k 天端横断ｸﾗｯｸＢ=0.1～0.2cｍ Nr36

15.2k+100～16.2k+100 堤防はらみだし、縦断亀裂、天端舗装・小段(堤内)横断破壊 中 Nr37

16.6k 天端舗装横断破壊　L=2m　W=300㎝ 小 Nr38

16.8k、17.0k 堤防はらみだし　L=20m、縦断亀裂　L=150m、堤防縦断ｸﾗｯｸ　L=200m 中 Nr39

17 4k+180～17 6k+10 小段(堤内)縦断亀裂 L=30m W=30㎝ H=160㎝ 小 Nr40

亀裂L=1,400m（法面あり）

15.0k～17.2k 亀裂L=2,000m

天端沈下・陥没（2～3ｍ）、亀裂（開口幅60㎝）、段差；大被害

右 13.6k～15.0k

17.4k+180 17.6k+10 小段(堤内)縦断亀裂　L 30m　W 30㎝　H 160㎝ 小 Nr40

17.6k+80～17.8k+170 天端、法肩(堤内)、小段(堤内)縦断亀裂 小 Nr41

20.0ｋ+110～20.0ｋ+155

22.2k 亀裂L=100m

22.0ｋ+100～22.0ｋ+140

22.1ｋ+110～22.3ｋ+30 22.3k～22.5k 天端舗装横断亀裂　５箇所　W=300㎝ 小 Nr42

22.5ｋ+150～22.7ｋ+80 天端、小段の縦断亀裂、高水敷に噴砂

天端、小段の縦断亀裂

亀裂L=1,300m 陥没100cm、L=1,300m17.2k～18.25k

堤防被災

天端、小段の縦断亀裂

22.7k 亀裂L=100m

23.9ｋ+50～24.0ｋ+100 24.0k～24.1k+100 天端舗装横断亀裂　多数　W=300㎝ 小 Nr43

左 3.0k 陥没L=110m

0.0k～0.5k 沈下20～30cm、L=580m

1.7k 亀裂L=230m

2.4k 亀裂L=80m 2.2k～2.6k  天端縦断ｸﾗｯｸ L=400m　幅１～３㎝  深さ５㎝天端横断ｸﾗｯｸ N=4箇所 幅２㎝　深さ４㎝ 小 N1

名取川
右

堤防被災

3.0k～3.4k 亀裂L=1,150m 3.0k～3.6k付近 天端縦断ｸﾗｯｸ L=600m　 幅=６㎝ 深さ4～30㎝ 小 N2

0.4ｋ+75～0.4ｋ+123 0.0ｋ-12～3.0k+93

消波ブロック流出　L=36m　幅10m　N=700個
堤防護岸流出
河口部堤防洗掘　護岸流出（川表）L=35m
水制流出　N=8基　捨石=2,100m3

中 A1

6.5k 亀裂L=203m

6 6ｋ+30 6 6ｋ+130 6 6k付近
天端沈下　　L=3m 深さ15㎝

小 A2

天端沈下（約30㎝）、両肩に縦断亀裂

護岸被災

左

6.6ｋ+30～6.6ｋ+130 6.6k付近
天端縦断ｸﾗｯｸ 　　L=７０ｍ　幅20㎝ 　深さ1.0m

小 A2

0.0ｋ-70～0.0ｋ-41 0.0k-170～0.0k+100 堤防川裏洗掘　L=270m 大 A3

0.8ｋ～1.2ｋ-36

1.2ｋ-6～1.2ｋ+72

4.4k 沈下50cm、L=100m

4 8ｋ～4 8ｋ+120

0.0k-170～1.4k+418.5
特殊堤パラペットが流出 L=510m
護岸背面洗掘　L=1,978.2m

中

阿武隈川

右

護岸被災

特殊堤の沈下・前傾、護岸表のり面の亀裂

特殊堤の沈下・前傾、護岸表のり面の亀裂

特殊堤の沈下・前傾、護岸表のり面の亀裂

天端沈下（約70㎝） 縦断亀裂

A4

4.8ｋ～4.8ｋ+120

6.6ｋ-100～6.8ｋ

6.0k～7.2k 堤防天端縦断ｸﾗｯｸ　L=50m B=15cm

7.6k 堤防に縦断ｸﾗｯｸ　L=150m B=30cm

7.8k 天端縦断ｸﾗｯｸL=20m、B=1～2ｃm　

8.0k+80～8.2k+185 天端縦断ｸﾗｯｸ L=340m、B=20cm

右 0.4k～0.6k 天端縦断ｸﾗｯｸ L=220m B=5cm 段差=6cm 0.2k+100～0.8k 天端縦断ｸﾗｯｸ L=280ｍ、川表沈下 H=35㎝他 小 Nr44

鞍坪川

天端沈下（約70㎝）、縦断亀裂

堤防被災

左

右 0.4k 0.6k 天端縦断ｸﾗｯｸ　L 220m B 5cm　 段差 6cm 0.2k 100 0.8k 天端縦断ｸﾗｯｸ　L 280ｍ、川表沈下　H 35㎝他 小 Nr44

出典）土木研究所資料「1978年6月宮城県沖地震被害調査概報 」昭和53年10月 出典）国土交通省東北地方整備局HPより 出典）2011.7.11時点情報（国土交通省 水管理・国土保全局 治水課調べ）より、

出典）土木研究所資料「1978年6月宮城県沖地震被害調査概報 」昭和53年10月 http://www.thr.mlit.go.jp/ 過去の被災箇所と重複するものについてのみ抽出・整理

（特殊堤、水門等の被災や明らかに津波被災によるもの等は除く）

※被害規模について
：地盤改良にて復旧した箇所（鳴瀬川）

：被災の反復性がある箇所

規
  　大・中・小について明確な定義はないが、本資料では次のとおり定義している。

大 ：堤防全体に及ぶ損傷
中 ：ＨＷＬ以深に達しない損傷、部分的にＨＷＬ程度の損傷
小 ：比較的軽微な損傷

－ 51 －



今次地震と過去の地震での被災箇所分布～①鳴瀬川その１

Nr1,Nr2

Nr3,Nr4,Nr5Nr3,Nr4,Nr5

Nr16鳴瀬川江合川

Nr6,Nr7

Nr16鳴瀬川江合川

Nr8

鞍坪川
Nr9,Nr10,Nr11

Nr12,Nr13,Nr14

鞍坪川

Nr17

Nr18Nr19

鳴瀬川

吉田川

－ 52 －



今次地震と過去の地震での被災箇所分布～②鳴瀬川その２

江合川

新江合川

Nr15

Nr21,Nr22

鳴瀬川 鳴瀬川

－ 53 －



今次地震と過去の地震での被災箇所分布～③吉田川

鳴瀬川鳴瀬川

Nr26,Nr27Nr28
23 24 2

Nr29

Nr23,Nr24,Nr25

Nr34Nr38
Nr39Nr40

Nr41

Nr44吉田川

鞍坪川
Nr32,Nr33Nr35,Nr36

Nr41 Nr37Nr42

Nr43

鞍坪川

Nr43

鳴瀬川Nr30,Nr31 鳴瀬川

－ 54 －



今次地震と過去の地震での被災箇所分布～④江合川

K19

K28

K18

K28

江合川

K17新江合川

K15K16
K25

K26,K27

K20
K21,K22

K25

江合川
K20

K23K24
鳴瀬川

鳴瀬川
旧北上川

鳴瀬川

－ 55 －



今次地震と過去の地震での被災箇所分布～⑤新江合川

江合川

江合川江合川

新江合川

K30

K29

鳴瀬川

鳴瀬川

－ 56 －



今次地震と過去の地震での被災箇所分布～⑥旧北上川

北上川北上川

K11,K12,K13旧北上川北上川

K14

旧北上川

旧北上川

追川追川

江合川

－ 57 －



今次地震と過去の地震での被災箇所分布～⑦北上川

K7‐1

K1 K7‐2

K7‐3
北上川

K2

K8K8

北上川

K9

北上川

北上川
K3,K4

K9北上川

K5,K6

K10
旧北上川

K10

－ 58 －



今次地震と過去の地震での被災箇所分布～⑧名取川

広瀬川

名取川

名取川

N1

N2

名取川

N1

－ 59 －



今次地震と過去の地震での被災箇所分布～⑨阿武隈川（下流）

A1
A3

A2
A4

阿武隈川

阿武隈川阿武隈川

阿武隈川

白石川白石川

－ 60 －



浸透対策箇所の被災状況～阿武隈川下流
阿武隈川下流管内で堤防の浸透対策を施した23箇所を対象として、今次地震での被災状況を確認したところ、高水敷の無い１箇所（左

岸 21.0k+21m～21.0k+239.5m：基礎地盤遮水矢板 =6m）で天端が約60cm沈下し、のり面にクラックが生じている。（次頁以降に浸透

対策箇所一覧、被災箇所と無被災箇所（代表、No.18）の状況をそれぞれ示す。）

この結果のみで遮水矢板、ドレーン工等の浸透対策工の耐震効果を評価することは難しいが、無対策箇所に比べて耐震効果が発揮され
たものと考えられる。

被災状況
阿武隈川

＜天端＞ ＜堤外＞
堤防天端が延長60m余にわた 堤外のり面は局部的に亀裂を阿武隈川 堤防天端が延長60m余にわた

り中弛み沈下し、縦・横断亀
裂が生じた。

堤外のり面は局部的に亀裂を
多数生じた。

阿武隈川

阿武隈川阿武隈川

遮水シート

断面図

止水矢板ⅡW型

－ 61 －



阿武隈川左岸　対策工履歴 2011.4.8

対策工

起点 終点 工  種

1
阿武隈川

左岸
H21 押分地区

平成21年度　阿武隈川岩沼左岸地区堤防整備工事
H21.10.1～H22.5.31

3.8k+9.7m 4.0k+107m
川表遮水工法（ハット型矢板10H，25H型 H=10.5～20.5m
L=494.1m）

なし

2
阿武隈川

左岸
H21 押分地区

平成21年度　阿武隈川岩沼左岸地区堤防整備工事
H21.10.1～H22.5.31

4.4k-80m 4.4k+80m
川表遮水工法(ハット型矢板10H，25H型　H=10.5～20.5m
L=494.1m）

なし

3
阿武隈川

左岸
H21 押分地区

平成21年度阿武隈川岩沼左岸地区押分堤防整備工事
H21.10.1～H22.5.31

4.6k+32m 4.8k+160m
川表遮水工法（ハット型鋼矢板　H=10.5～12.5m）
川表断面拡大

なし

4
阿武隈川

左岸
H18 押分地区

平成18年度　阿武隈川押分地区堤防整備工事
H18.8.31～H19.3.26

5.6k+143m 5.8k+185m
表法被覆工法（遮水シート）
川表遮水工法（鋼矢板Ⅱ型　H=10～11m）

なし

5
阿武隈川

左岸
H19 押分地区

平成19年度　阿武隈川押分地区堤防整備工事
H19.11.23～H20.3.25

6.0k-15m 6.0k+147m
表法被覆工法（遮水シート＋覆土用大型ブロック）
川表遮水工法（ハット型鋼矢板10H型　H=11m）

なし

6
阿武隈川

左岸
H20 押分地区

平成20年度　阿武隈川押分地区堤防整備工事
H20.10.25～H21.3.25

6.2k-95m 6.2k+54.5m
表法被覆工法（遮水シート）
川表遮水工法（ハット型鋼矢板10H型　H=11.5m）

なし

7
阿武隈川

左岸
H21 押分地区

平成21年度　阿武隈川岩沼左岸地区押分堤防整備工事
H21.10.1～H22.5.31

6.2k+4.5m 6.6k+39.3m
川表遮水工法（ハット型鋼矢板　H=10～12m）
川表・川裏断面拡大 なし

8
阿武隈川

左岸
H21 押分地区

平成21年度　阿武隈川岩沼左岸地区堤防整備工事
H21.10.1～H22.5.31

6.2k+54.5m 6.4k+147.7m 川表遮水工法（ハット型矢板 H=11～12m  L=398.424m） なし

9
阿武隈川

左岸
H17 押分地区

平成17年度　阿武隈川押分地区堤防整備工事
H17.9.14～H18.3.24

6.8k-80m 6.8k+186.5m 表法被覆工法（遮水シート） なし

10 8.0k+80m 8.2k
表法被覆工法（遮水シート）
川表遮水工法（幅広鋼矢板ⅡW型　H=3～13.5m） なし

11 8.2k 8.6k 川裏ドレーン工法（カゴマット　H=2.5m） なし

12 9.3k 9.5k
表法被覆工法（遮水シート）
川表遮水工法（幅広鋼矢板ⅡW型　H=10～12m） なし

13 9.5k 10.0k 川裏ドレーン工法（カゴマット　H=1.8～2.6m） なし

14
阿武隈川

左岸
H14 南長谷地区

平成14年度　阿武隈川南長谷地区築堤工事
H14.7.26～H14.12.20

10.6k 11.2k
川裏ドレーン工法（フィルター材　W=2.0m,H=0.5～1.1m,A=188.3m2）

川裏ドレーン工法（カゴマット　A=188.3m２,L=188m）
川裏断面拡大

なし

15
阿武隈川

左岸
H12 入間野地区

柴田地区堤防強化工事
H13.3.22～H14.3.28

14.2k-10 14.6k+110m
表法被覆工法（遮水シート）
川表遮水工法（地中連続壁　H=11.6m） なし

16
白石川
左岸

H14 入間野地区
平成14年度　白石川槻木地区築堤工事
H14.8.9～H15.2.18

14.8km 15.0km
川表遮水工法（ソイルセメント連続地中壁　H=11.2m　L=369m）
表法被覆工法（遮水シート）
川表・川裏断面拡大

なし

17
阿武隈川

左岸
H16 佐倉地区 平成16年度　阿武隈川角田地区堤防整備工事 21.0k+21m 21.0k+239.5m

表法被覆工法（遮水シート＋連節ブロック）
川表遮水工法（鋼矢板Ⅱw型　H=6m） あり

18
阿武隈川

左岸
H21 佐倉地区

平成21年度　阿武隈川角田左岸地区堤防整備工事
H21.10.3～H22.3.24

21.4k-
246.1m

21.6k+170.4m
川表遮水工法（ハット型鋼矢板　H=11～11.5m）　L=650m
表法断面拡大 なし

19
阿武隈川

左岸
H21 佐倉地区

平成21年度　阿武隈川角田左岸地区佐倉堤防整備工事
H21.10.1～H22.6.25

21.8k-85m 22.4k+24.7m 川表遮水工法（鋼矢板　H10型　H＝12～12.5ｍ） なし

20
阿武隈川

左岸
H17 佐倉地区

平成17年度　阿武隈川角田地区堤防整備工事
H17.10.6～H18.3.30

22.0k+20m 22.0k+98.3m 表法被覆工法（遮水シート＋連節ブロック） なし

21
阿武隈川

左岸
H17 角田地区

平成17年度　阿武隈川角田地区堤防整備工事
H17.10.6～H18.3.30

27.6k-22m 27.8k+110m 川表遮水工法（広幅鋼矢板Ⅱw　H=9～9.5m） なし

22
阿武隈川

左岸
H16 野田地区 平成16年度　阿武隈川角田地区堤防整備工事 28.2k-59m 28.2k-34m

ドレーン工法（かごマット　L=15m）
川表遮水工法（鋼矢板Ⅱw　H=3m） なし

23
阿武隈川

左岸
H16 野田地区 平成16年度　阿武隈川角田左岸地区堤防整備工事 28.2k-17.2m 28.6k+219m 川表遮水工法（鋼矢板　Ｌ＝8～9ｍ） なし

対策工施工区間
備　考

阿武隈川
左岸

H14 中泉地区
平成14年度　阿武隈川中泉地区築堤工事
H14.11.6～H15.3.14

工事名称
施工工期

震災被害
の有無

整理
番号

河　川
左右岸

年度 地区名

－ 62 －
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【位置図】

阿武隈川　 左岸：21.0k+21m～21.0k+239.47m　（表法被覆・川表遮水工法）

（被災後写真）

遮水シート

止水矢板ⅡW型

【地震後の写真】

断面図

堤防天端が延長90m余にわたり不同沈
下し、中央付近に生じた縦断亀裂（最
大開口幅2cm、亀裂深35cm)を境に連
続的な段差（最大35cm）を生じた。

（堤外：上流から望む）

（堤外：下流から望
む）

表法面の法肩付近に開口亀裂が生じ
た。

裏法面の法肩付近に開口亀裂が生じ
た。

（天端）（堤内） （堤外）

　　　　　　　　【工事概要】
工事名：平成１６年度　阿武隈川角田地区堤防整備工事  佐倉工区
施工年月：平成１７年 月
対策工法：川表側に遮水シート（t=1㎜+10㎜）＋連節ブロック
　　　　　　　鋼矢板Ⅱw型打設（L=6.5～7m）総延長：L=218.47m
　　　　　　　川裏側に断面拡大
施工区間：左岸：21.0k+21m～21.0k+239.5m(L=218.47m)

【施工時の写真】

被災あり

－ 63 －
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【位置図】

阿武隈川　左岸：21.4k-246.1m～21.6k+170.4m　（表法断面拡大・川表遮水工法）

（被災後写真）

鋼矢板

断面拡大

【地震後の写真】

【施工時の写真】
（堤内：上流から下流を望む）
（堤外：下流から上流を望む）

（堤内）

（堤外）

断面図

変状なし 変状なし変状なし

（天端）（堤内） （堤外）

　　　　　　　【工事概要】
工事名：平成２１年度　阿武隈川角田左岸地区堤防整備工事
施工年月：平成２２年３月
対策工法：鋼矢板(ハット10H型)打設　打設深さ：H=11m～11.5m
　　　　　　　表法断面拡大
施工区間：左岸：21.4k-246.1m～21.6k+170.4m(L=650m)

被災なし

－ 64 －



 

 
１．設置目的 

３月１１日の東北地方太平洋沖地震以降も余震が度々発生している。このような状況において、

被災した堤防（応急復旧後の堤防）と無被災の堤防での強震記録を収集し、これを分析すること

によって今次地震での堤防被災機構解明の一資料とするものである。 
従って、分析は以下の視点で行った。 
① 古川地点（地表面、K-NET 古川）と被災箇所（地表面）での地震動の差違 
② 被災箇所地表面と無被災箇所地表面での地震動の差違 
③ 被災箇所及び無被災箇所の堤体の地震動特性 
 
２．設置箇所等 

設置箇所は大規模被災箇所で典型的な A3 タイプの変形を呈し、K-NET 古川に比較的近い、鳴

瀬川下中ノ目上流地区及び江合川渕尻上流地区とした。設置箇所と設置後の最大余震級の震源と

の関係を図－１に、設置箇所等の概要を表－１に示す。また、２箇所での設置位置の平面及び地

質断面を図－２に示す。 
 

表－１ 地震計設置箇所等の概要 
 鳴瀬川下中ノ目上流地区 江合川渕尻上流地区 
設置時期及び移設等 ・６月１日～３日で設置 

・開削調査に伴い、被災箇所天端及

び川表に設置した地震計は近傍に

移設した。 

・６月１日～２日で設置 
・７月４日に川表高水敷きに地震計

を設置 

設置箇所・位置 ・被災箇所：３箇所（川表高水敷き、

天端、川裏のり尻付近地盤） 
・無被災箇所：同上の３箇所 

・被災箇所：３箇所（川表高水敷き、

天端、堤内盛土地盤） 
 
・無被災箇所：３箇所（川表高水敷

き、天端、川裏のり尻付近地盤） 
地震計タイプ E-キャッチャーNEW（名古屋大学、

愛知工業大学、東海理化、応用地震

計測が共同開発した小型地震計） 

同左 

維持管理等 １回／週の頻度でバッテリー交換、

データ回収、時刻合わせ 
同左 
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図－１ 地震計設置位置と設置後の最大余震級の震源との関係 

余震観測結果 

－ 65 －



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－２（１）下中ノ目上流地区での地震計設置位置 

 

 
 
 
 
 

図－２（２）江合川渕尻上流地区での地震計設置位置
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３．観測結果と考察 

3.1 古川地表面と被災堤防地表面の地震動 
K-NET 古川地点地表面と被災堤防地表面における余震の最大加速度を比較し、地震動増幅の程

度を整理した。図－３より、下中ノ目上流地区の被災箇所地表面加速度は、古川地点に比べ大き

いことが分かる。つまり、被災箇所の地盤構成は、大局的にみて古川地点より増幅する特性を有

しているものと推定できる。なお、渕尻上流地区は古川地点と同程度か若干小さい傾向を示す。 
＜下中ノ目上流地区＞ 

堤防横断方向 堤防縦断方向
堤防上下方向

 
 
 
＜渕尻上流地区＞ 
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図－３ 古川地表面と被災堤防地表面における余震最大加速度の比較 
 

 
3.2 被災箇所と無被災箇所の地表面地震動 
無被災箇所と被災箇所地表面における余震の最大加速度を比較し、地震動増幅の程度を整理し

た。図－４より、下中ノ目上流地区及び渕尻上流地区とも被災箇所地表面最大加速度は、無被災

箇所に比べ、加速度が大きい場合には若干大きい傾向を示す。つまり、被災箇所の地盤構成等は

局所的にみて地震動を増幅しやすい特性を有しているものと考えられる。 
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図－４ 被災箇所と無被災箇所の地表面における余震最大加速度の比較 
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3.3 地表面と天端での地震動 
無被災箇所と被災箇所のそれぞれについて、地表面と天端における余震の最大加速度を比較し、

堤体土質による増幅の程度を整理した。図－５より、下中目上流地区では被災箇所と無被災箇所

での明確な傾向は見られないものの、渕尻上流地区では被災箇所天端での加速度増幅が小さいこ

とが分かる。一つの要因として、応急復旧後の被災堤防は無被災箇所に比べ緩んでいる可能性が

伺える。なお、渕尻上流地区の堤体断面形状は、被災箇所と無被災箇所で異なっていることに留

意されたい。 
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＜渕尻上流地区＞ 
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図－５ 地表面と天端における余震最大加速度の比較 
（被災堤防、無被災堤防） 
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一方、地震動観測箇所で最大余震加速度を得た７月２３日の地震動記録より、被災箇所と無被

災箇所における地表面及び天端の加速度フーリエスペクトルを作成し、図－６に示した。また、

同図には地表面に対する天端での加速度フーリエスペクトルの増幅割合（スペクトル比）を示し

た。増幅割合をみると、被災箇所では低周波数（高周期）側に加速度スペクトルの一つのピーク

がみられる。これは、応急復旧後の被災堤防は、堤体が相対的に緩んでいることによると考えら

れる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜下中ノ目上流地区＞ 
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図－６ 地表面と天端における加速度応答スペクトル（７月２３日余震） 
（被災堤防、無被災堤防） 
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